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 そ の他（

１級建築士事務所 １級建築士第301771号森本雅史

株式会社 森 本 建 築 事 務 所

SUBJECT:

TITLE:

DATE:

FILENO:

CHECKED BY：

SCALE: SHEET NO：

工事項目

　 Ⅱ．工事概要

     １．工事場所

     ３．工事内容  

７．試　　験 ※採取した試験体は工事現場等、請負業者の直接管理下にある場所に保管する。

※ｺﾝｸﾘｰﾄの圧縮強度試験は、公認の試験所に於て行うことを原則とする。

 ※塩分はＪＡＳＳ５　Ｔ－５０１による方法による。

８．運搬及び ※ｺﾝｸﾘｰﾄ打込に先立って、設計、施工条件を十分考慮し、

　　　　打込

 ※基準強度：

　　コンクリ－ト

５．立上り  ・FC 21

６．型　　枠

               ・金属製型枠パネル    ・杉板型枠

※工　　法：　・ボルト式　・番線式　・その他（

※剥 離 剤：　・使用不可　　※使用可

※存置期間：　ＪＡＳＳ５による。

※打ち放しｺﾝｸﾘｰﾄ仕上りのかぶり厚増：　・２０ｍｍ

 ※木コン等による穴の仕上：　打放し仕上げの場合、保水剤入りモルタル

を詰める。

　　コンクリ－ト

●４．鉄筋

０６　コンクリ－ト工事

※ｺﾝｸﾘｰﾄの種別　：　※普通ｺﾝｸﾘｰﾄ　・早強ｺﾝｸﾘｰﾄ　

　　　　　　　　　　　　　・高炉Ｂ種ｺﾝｸﾘｰﾄ　・高強度ｺﾝｸﾘｰﾄ　　コンクリ－ト

１．鉄筋

Ｎ／ｍｍ

21～24

27～

配合強度 AE減水剤

○

流動化剤高性能AE減水剤

○

2

 品質はＪＡＳＳによる。

２．軽量  ・人工軽量骨材　・その他（

 ・１．８以下　　・その他（

 ・人工軽量骨材　・その他（

 ※粗骨材：

 ※気乾比重：

 ※細骨材：

３．寒中  ※適用範囲：　　年　　月　　日　～　　年　　月　　日　

４．鉄筋 ・種　　類：　・金属製　・ｺﾝｸﾘｰﾄ製　・塩ビ製（壁のみ）

　　スペ－サ－

５．溶接金鋼

６．試　　験 ※ガス圧接は日本圧接協会標準仕様による

 ・超音波探傷試験

※抜きとり検査  ・引張試験  ・曲げ試験

（犬走り）

３．継　　手

２．材　　料

・異形鉄筋：　・ＳＤ２９５Ａ　・ＳＤ３４５　・その他

・普通鉄筋：　・ＪＩＳＧ３１１２規格品とする。　・ＳＲ２３５

●  ・ウルボン

生による
2)

空　気　量

単位容積重量

温　度

塩化物量

構造体コンクリ－

トの強度推定のた

めの圧縮強度

試

験

コ

ン

ク

リ

－

ト

10.

 6.

 7.

 8.

 9.

1回/日

1回/150m

1回/日

1回/150m

JASS 5T-603 及び

28日

        1118

        1128

JIS A 1116

温度計による

JASS 5T-502

7日

荷卸し地点かつ

3

荷卸し地点

3

かつ

験所へ搬入す

る場合、試料

7.8.9.の試験

の実施に立ち

現場水中養生 指定試験所

又は

工事施工

管理実務者

4)

工事監理実務

者への報告

試験項目5.6.

7.8.9.の試験

試験結果の工

事監理者又は

の実施

3)

2)

会い

3)

の確認

場合は、

試験を材

令91日以

前に実施

してもよ

い

指示による

指定試験所又

試料の採取は塩　分

洗　い

粘土塊量

試験項目

スランプ

該当材料

骨

材

試

験

名

試

験

山砂を含む砂

砕砂、砕石

すべての骨材

海砂を含む砂

砂、砂利、

 2.

 3.

 5.

4.
アルカリ・シリカ

 1.

工事中

試験回数

工事開始前

材令

JIS A 1103

JIS A 5308

JIS A 1101

JIS A 1116

建設省法

JASS 5T-202

反応性

試験方法
試験

（い）

採取場所

ストコンク

リ－ト工場

の骨材置場

レデ－ミク

1回

1回/月

試料の

は工事監理実

工事監理者又

（に）

実施者

は（は）によ

るものとする

工事施工者

その他

（ろ）

試験の

試験項目1.2.

3.4.10.11.12.

の試験の試料

の採取及び指

定試験所への

理実務者

1)

搬入

1)

務者

は工事施工管

工事施工者又

（は）

試験項目

10.現場

封かん養

備考

フレッシュ

コンクリ－ト

硬化した

コンクリ－ト

●

・その他

※ＪＩＳＧ３５５１　・５φ１００　・６φ１００　・６φ１５０

●●

　　コンクリ－ト

　　　（構造用）
　　コンクリ－ト

●

●

●

０ １ 　 一 般 共 通 事 項

　 特 記 仕 様 書 の 取 扱 い に つ い て

１ ． 項 目 は 、 項 目 番 号 に 、 ○ 印 を つ け た も の を 適 用 す る 。

２ ． 細 目 は 、 ● 印 を つ け た も の を 適 用 す る 。

３ ． そ の 他 特 記 事 項 は 、 （ 　 ） 内 に 記 載 す る 。

４ ． 製 造 会 社 、 施 工 会 社 指 定 に つ い て は 、 同 等 品 以 上 と 読 み 替 え る 事 も 可 能 で あ る 。

但 し 、 そ の 使 用 、 採 用 に 当 た っ て は

但 し 、 ● 印 が な い 場 合 は ※ 印 を 適 用 す る 。

　 １ ． 現 場 説 明 事 項 （ 質 疑 応 答 書 を 含 む ）

※ 本 工 事 の 設 計 図 書 の 優 先 順 位 は 、 下 記 に よ る 。

　 ２ ． 特 記 仕 様 書

　 ３ ． 各 設 計 図

１ ． 優 先 順 位

最 新 版  ）
　 ５ ． 公 共 規 格 及 び こ れ に 準 ず る 規 格

　 　 施 工 可 能 時 間 帯 　 ・ 指 定 な し 　 ・ 　 　 ～ 　

　 　 概 成 工 期 　 ・ 指 定 な し 　 ・ 　 年   　 月 　 　 日              

　 　 ・ 指 定 な し

　 　 ・ 一 部 に 土 、 日 曜 日 、 祝 祭 日 施 工 あ り

　 　 ・ 監 督 員 と 協 議 し 決 定 す る 。

　 　 施 工 可 能 日　 　 　 　 　 　 　 　 (1. 3 . 5)

　 ２ 　 施 工 条 件

　 　 ４  建 設 副 産 物

　 　 　 情 報 交 換 シ

　 　 　 ス テ ム の 利 用

　 　 　 　 再 生 資 源 の 利 用 又 は 建 設 副 産 物 の 搬 出 が あ る 場 合 、 請 負 者 は 受 注 時 に お い て

　 工 事 請 負 代 金 額 が 500万 円 以 上 の 工 事 に つ い て は 、 工 事 着 手 前 に 「 再 生 資 源 利

用 計 画 書 」 及 び 「 再 生 資 源 利 用 促 進 計 画 書 」 を 監 督 員 に 提 出 す る こ と 。

　 　 実 績 報 告 を 行 う こ と 。

　 ５ 　 三 重 県 産

　 　 　 業 廃 棄 物 税

　 ６ 　 電 気 保 安 　 　 　 適 用 す る

(1. 3 . 3 )

　 ７ 　 技 能 士 (1. 6 . 2 )

　 ８ 　 施 工 数 量 　 　 調 査 範 囲 及 び 調 査 方 法 　 ・ 　 工 種 別 の 特 記 に よ る

(1.5 . 2 )

　 　 品 質 が 求 め ら れ る 水 準 以 上 で あ れ ば 、 県 内 生 産 品 の 優 先 使 用 に 努 め る

　 10　 建 築 材 料 等

                                                                      

　 　 （ 以 下 「 評 価 名 簿 」 と い う 。 ） と 同 等 と す る 。

                                                                      
　 　 県 「 環 境 物 品 等 の 調 達 方 針 」 に 従 い 、 あ ら か じ め 「 木 材 ・ 木 材 製 品 の

　 　 合 法 性 、 持 続 可 能 性 の 証 明 の た め の ガ イ ド ラ イ ン 」 に 準 拠 し た 証 明 書

　 　 を 、 監 督 員 に 提 出 す る こ と 。

　 　 「 三 重 の　 木 」 利 用 推 進 協 議 会 が 認 証 す る 「 三 重 の 木 」 や あ か ね 材 認 証

　 　 機 構 が 認 証 す る 「 あ か ね 材 」 の 優 先 利 用 に 努 め る こ と 。

　 　 量 、 価 格 等 に つ い て 考 慮 し 、 優 先 的 に 認 定 製 品 を 使 用 す る こ と 。

　 　 入 手 困 難 な 場 合 等 に お い て は 監 督 員 と 協 議 す る こ と 。

　 ２ ） 製 材 等 、 フ ロ ー リ ン グ 又 は 再 生 木 質 ボ ー ド を 使 用 す る 場 合 は 、 三 重

　 ３ ） 本 工 事 に 使 用 す る 木 材 は 、 品 質 が 求 め ら れ る 水 準 以 上 で あ れ ば 、

　 ４ ） 本 工 事 で は 三 重 県 ﾘｻｲ ｸ ﾙ製 品 利 用 推 進 条 例 に 基 づ き 性 能 、 品 質 、 数

　 １ ） 本 工 事 に 使 用 す る 建 築 材 料 等 は 、 設 計 図 書 に 定 め る 品 質 及 び 性 能 を

　 　 有 す る 新 品 と す る ほ か 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 建 築 材 料

　 　 ・ 設 備 機 材 等 品 質 性 能 評 価 事 業 建 築 材 料 等 評 価 名 簿 」 （ 最 新 版 ）

 　 11　 化 学 物 質

　 　 　 の 濃 度 測 定

　 　 　 　 　 　 　 　 (1. 6 . 9 )

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

本 工 事 に は 産 業 廃 棄 物 税 相 当 分 が 計 上 さ れ て い な い た め 、 請 負 者 が 課 税

別 に 定 め る 様 式 に 産 業 廃 棄 物 税 納 付 証 明 書 を 添 付 し て 当 該 工 事 の 発 注 者 に

こ と は で き な い 。 ま た 、 産 業 廃 棄 物 処 理 集 計 表 （ マ ニ フ ェ ス ト の 数 量 の 集

計 ） を 超

対 し て 支 払 請 求 を 行 う こ と が で き る 。 な お 、 こ の 期 間 を 超 え て 請 求 す る

え て 請 求 す る こ と は で き な い 。  

対 象 と な っ た 場 合 に は 完 成 年 度 の 翌 年 度 の 4月 1日 か ら 8月 31日 ま で の 間 に

１ ． 一 般 工 事

０ ５ 　 鉄 　 筋 　 工 　 事

※ 鉄 筋 の 使 用 範 囲 は 、 構 造 設 計 図 に よ る 。

２ ． 敷 地 整 理

３ ． 埋 戻 し 、 盛 土 ※ 埋 戻 し ：

４ ． 残 土 処 分

・ 場 内 推 積 　 ・ 場 内 敷 均 し 　 ・ 指 定 地 処 分

場 外 自 由 処 分 と し 及 び そ の 他 良 土 の み 埋 戻 土 に 転 用

※ 本 工 事 現 場 に 掲 示 す る 看 板 は 、 大 き さ 、 書 体 、 仕 上 げ 、 取 り 付 け 位 置 な３ ． 看 　 　 板

と は し な い 。

８ ． そ の 他

７ ． 設 計 Ｇ ． Ｌ ．

現 況 敷 地 の 高 低 測 量 を 行 い 高 さ 等 決 定 の こ と 。

５ ． 工 事 用 水

６ ． 障 害 物 の 処 理

● 　 サ ブ メ － タ － ・ 要 　 ・ 不 要

　 ・ 利 用 で き な い 。

・ 利 用 で き る （ ・ 有 償 　 ・ 無 償 ） 　

※ 工 事 上 撤 去 、 移 設 を 要 す る 軽 微 な も の は 、 本 工 事 の 範 囲 と し 、 追 加 工 事

４ ． 工 事 用 電 力 　 サ ブ メ － タ － ・ 要 　 ・ 不 要

　 ・ 利 用 で き な い 。

●

●

●

●

 ・ １ ０ ｍ 以 上 　 ・ ２ ０ ｍ 以 上 　 ・ ３ ５ ｍ 以 上 ※ 規 　 模 ：

 ※ 備 　 品 ：

   長 靴 、 ロ ッ カ ー    ・ そ の 他 （

 ※ 設 　 備 ：

０ ２ 　 仮 　 設 　 工 　 事

１ ． 仮 囲 い

 ・ 高 　 さ ：

 ・ 構 　 造 ：

出 入 口 門 扉 （ 鍵 付 ）  ・ そ の 他 （

 ・ 仕 　 上 ：

 ・ 意 　 匠 ：

 ※ 範 　 囲 ：

よ う に 、 必 要 な 保 護 設 備 を 計 画 し 、 必 要 に 応 じ て ガ ー ド マ ン 等 を 配 備 し て 安 全 に 努 め る 。

工 事 区 分 毎 に 係 員 及 び 各 関 係 の 承 認 を 得 て 実 施 す る 。 万 一 損 傷 を 与 え た と き は 、 速 や か に

応 急 手 当 、 復 旧 工 事 を し 、 そ れ に 要 し た 費 用 は 請 負 者 の 負 担 と す る 。

※ 工 事 完 了 後 、 建 物 引 渡 し 前 に 掃 除 を 行 い 、 公 道 の 工 事 に よ る 損 傷 部 は 完 全 に 復 旧 す る 。

０ ３ 　 土 　 工 　 事

※ 工 事 着 手 前 に 根 切 方 法 、 山 留 工 法 、 排 水 方 法 、 使 用 機 器 等 を 記 し た 、 施

 　 ・ 特 殊 工 法

得 る も の と す る 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

１ ． 根 切 り

施 工 業 者 の 責 任 施 工 と す る 。 　 ・ 山 留 工 法 ：

　 12　 特 別 な 材 料 　 　 　 公 共 建 築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 に 記 載 さ れ て い な い 特 別 な 材 料 の 工

　 　 　 の 工 法 　 　 法 は 当 該　 製 品 の 指 定 工 法 に よ る 。

　 13　 騒 音 ・ 振 動 　 　 　 低 騒 音 型 ・ 低 振 動 型 建 設 機 械 の 指 定 に 関 す る 規 程 に 基 づ き 指 定 さ

　 　 　 の 防 止 　 　 れ た 建 設 機 械 の 使 用 に 努 め る こ と 。

　 14　 工 事 写 真 　 　 　 工 事 写 真 の 撮 り 方 ／ 建 築 、 及 び 同 ／ 建 築 設 備 に 従 い 撮 影 す る 。

　 　 　 工 事 写 真 （ 工 事 中 ） は Ａ ４ フ ァ イ ル で １ 部 提 出 。

調 査

　 　 　 技 術 者

　 　 測 定 方 法 （ ・ パ ッ シ ブ 法 　 ・ ア ク テ ィ ブ 法 ）

　 　 報 告 書 提 出 部 数 　 2部

　 　 　 　 　 　 　 (1. 8. 2 )

　 15　 竣 工 図

　 16　 竣 工 写 真

　 　 　 竣 工 図 作 図 範 囲 （ 　 全 て 　 ）

　 　 　 作 成 す る （ ・ 竣 工 図 　 ・ 保 全 に 関 す る 資 料 　 ・ ）

　 　 　 工 事 写 真 は 、 「 営 繕 工 事 に 係 る 電 子 納 品 マ ニ ュ ア ル （ デ ジ タ ル　 17　 電 子 納 品

　 　 　 工 事 写 真 編 ） 」 等 に 基 づ き 電 子 媒 体 も 提 出 す る こ と 。

　 　 　 工 事 完 成 図 書 は 、 「 営 繕 工 事 に 係 る 電 子 納 品 マ ニ ュ ア ル （ 工 事

　 　 　 完 成 図 書 編 ） 」 に 基 づ き 電 子 媒 体 も 提 出 す る こ と 。

　 　 　 （ 提 出 部 数 　 ・ 　 ２ 部 　 ・ 　 　 部 ）

　 　 　 （ 提 出 部 数 　 ・ 　 １ 部 　 ・ 　 　 部 ）

　 18　 設 備 工 事 と  　 　 施 工 範 囲

      の 取 合 い 　 　 ・ 図 示 し た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 部 の 貫 通 孔 ・ 開 口 部 の 補 強

　 　 ・ 図 示 し た 壁 ・ 天 井 の 仕 上 材 ・ 下 地 材 の 切 込 み 及 び 補 強

　 　 ・ 自 動 閉 鎖 装 置 取 付 け 箇 所 の 切 込 み 及 び 補 強

　 　 施 工 図

　 　 ・ 設 備 機 器 の 位 置 、 取 合 い な ど の 検 討 で き る 施 工 図 を 提 出 し て 、

　 　 　 監 督 員 の 承 諾 を 受 け る こ と 。

　 19　 既 存 部 分 へ の 処 置 　 　 工 事 施 工 に 際 し 、 在 来 部 分 を 汚 損 し た 場 合 又 は 損 傷 し た 場 合 は 、 構

　 　 ・ 仕 上　 　 　 　 　 　 　 (1. 3. 1 2 )　 　 造

　 20　 事 故 報 告

　 　 ま た 、 事 故 発 生 後 の 措 置 に つ い て 監 督 員 と 協 議 を 行 う と と も に 、 当 該

　 　 事 故 に 係 る 状 況 聴 取 、 調 査 、 検 証 等 に 協 力 す る こ と 。

　 げ 共 、 在 来 に な ら い 補 修 す る 。

　 　 工 事 の 施 工 中 に 事 故 が 発 生 し た 場 合 に は 、 直 ち に 監 督 員 に 通 報 す る と

　 　 日 ま で に 、 監 督 員 に 提 出 す る こ と 。

　 　 本 工 事 に お い て 、 下 請 け 契 約 を 締 結 す る 場 合 に は 、 当 該 契 約 相 手 方

　 　 を 有 す る 者 の 中 か ら 選 定 す る よ う 努 め る こ と 。

　 21　 市 内 企 業 優 先

　 　 は 名 張 市 内 に 本 店 （ 建 設 業 法 に お い て 規 定 す る 主 た る 営 業 所 を 含 む ）

　 　 本 件 工 事 で 提 案 不 履 行 が あ っ た 場 合 は 、 本 件 工 事 完 成 年 度 の 翌 年 度 に　 22　 総 合 評 価 方 式

　 　 総 合 評 価 方 式 で 発 注 す る 案 件 （ 以 下 「 発 注 工 事 」 と い う 。 ） で 、 貴 社

　 　 の 評 価 点 に お い て 発 注 工 事 の 加 算 店 （ 満 点 ） の １ 割 を 減 点 し ま す 。

　 23　 不 当 介 入 を 受

　 　 　 け た 場 合 の

「 名 張 市 の 締 結 す る 契 約 等 か ら の 暴 力 団 等 排 除 措 置 要 綱 」 に よ る 。

措 置

　 24　 消 防 提 出 書 類

　 25　 主 任 技 術 者 又 は 　 現 場 施 工 に 着 手 す る ま で の 期 間

　 　 　 監 理 技 術 者 の 専 任 を 　 　 　 請 負 契 約 の 締 結 後 、 現 場 施 工 に 着 手 す る ま で の 期 間 （ 現 場 事 務 所 の

　 　 　 要 し な い 期 間 　 　 設 置 、 資 機 材 の 搬 入 又 は 仮 設 工 事 等 が 開 始 さ れ る ま で の 期 間 ） に つ い

　 　 て は 、 主 任 技 術 者 又 は 監 理 技 術 者 の 工 事 現 場 へ の 専 任 を 要 し な い 。

　 　 な お 、 現 場 施 工 に 着 手 す る 日 に つ い て は 、 請 負 契 約 締 結 後 、 監 督 員

　 　 と の 打 合 せ に お い て 定 め る 。

　 検 査 終 了 後 の 期 間

　 　 　 検 査 完 成 後 、 検 査 が 終 了 し （ 発 注 者 の 都 合 に よ り 検 査 が 遅 延 し た

　 　 場 合 を 除 く 。 ） 、 事 務 手 続 、 後 片 付 け 等 の み が 残 っ て い る 期 間 に つ い

　 　 て は 、 主 任 技 術 者 又 は 監 理 技 術 者 の 工 事 現 場 へ の 専 任 を 要 し な い 。

　 　 な お 、 検 査 が 終 了 し た 日 は 、 発 注 者 が 工 事 の 完 成 を 確 認 し た 旨 、

　 　 請 負 者 に 通 知 し た 日 と す る 。

　 26　 工 事 の 一 時 中 止

　 　 　 に 係 る 計 画 の 作 成

　 　 中 止 期 間 中 に お け る 工 事 現 場 の 管 理 に 関 す る 計 画 (以 下 「 基 本 計 画 書 」

    と い う 。 )を 発 注 者 に 提 出 し 、 承 諾 を 受 け る も の と す る 。

　 　 な お 、 基 本 計 画 書 に は 、 中 止 時 点 に お け る 工 事 の 出 来 形 、 職 員 の 体 制 、

　 　 労 務 者 数 、 搬 入 材 料 及 び 建 設 機 械 器 具 等 の 確 認 に 関 す る こ と 、 中 止 に

　 　 管 理 に 関 す る 基 本 的 事 項 を 明 ら か に す る 。

　 　 伴 う 工 事 現 場 の 体 制 の 縮 小 と 再 開 に 関 す る こ と 及 び 工 事 現 場 の 維 持

　 　 す る こ と 。

　 27　 労 働 安 全 衛 生 法 に

　 　 　 止 措 置

　 　 　 基 づ く 労 働 災 害 防 　 　 合 、 そ の 措 置 を 講 ず べ き 者 と し て 、 同 法 第 30条 第 2項 の 規 定 に 基 づ き 、

　 　 　 労 働 安 全 衛 生 法 第 30条 第 1項 に 規 定 す る 措 置 を 講 ず る 必 要 が あ る 場

　 　 本 工 事 の 請 負 者 を 指 定 す る 。 こ の 場 合 に お け る 指 名 へ の 同 意 は 、 本 工

　 　 事 の 請 負 契 約 を 締 結 す る こ と に よ り 得 ら れ た も の と み な す 。

　 　 契 約 書 第 20条 の 規 定 に よ り 工 事 の 一 時 中 止 の 通 知 を 受 け た 場 合 は 、

　 　 と も に 、 所 定 の 様 式 に よ り 工 事 事 故 発 生 報 告 書 を 監 督 員 が 指 示 す る 期

　 　 　 完 成 写 真 （ 着 工 前 ・ 完 成 ） は Ａ ４ フ ァ イ ル で ２ 部 提 出 。 （ デ ジ タ ル カ メ ラ 可 ）

　 　 移 譲 す る も の と す る 。

　 　 完 成 図 は Ｃ Ａ Ｄ に よ り 作 成 す る こ と と し 、 著 作 権 に か か る 使 用 権 は 発 注 者 に

　 　 よ る ） は フ ァ イ ル １ 部 及 び 及 び デ ー タ を Ｃ Ｄ -Ｒ で １ 部 提 出 。

　 　 竣 工 写 真 （ 写 真 サ イ ズ ２ Ｌ 、 文 字 刻 印 、 撮 影 箇 所 及 び 枚 数 は 監 督 員 の 指 示 に

●

※ 鉄 筋 の 継 手 及 び 補 強 配 筋 等 に つ い て は 、 共 通 仕 様 書 の 他 に 、 構 造 設 計 図 記 載 の 、 基 準

詳細図等を 優先と す る 。

　 　 工事の施工を 一時中止す る 場合は、 工事の続行に 備え 工事現場を 保全

図示参照のこ と

係員の指示に よ り 決定。

 ※プ レ ハブ 造　 ・ そ の他（
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冷暖房　 フ ァ ッ ク ス

    ・ 無　 　 ・ 有（ 真砂土）・ 盛　 土： 　

●

●

●

パラジク
エチル施設

ロロベン適　用 トルエン キシレン スチレン
用途

ゼン

住宅

その他

学校

教育施設

ホルム

アルデヒド ベンゼン

測 定 対 象 化 学 物 質 （ ● で 示 し た も の と す る 。 ）

● ●

●

●

●

●

●

・ 利 用 で き る （ ・ 有 償 　 ・ 無 償 ） 　●

 ・ 樹 木 ：   ・ 移 植 　 ・ 伐 採 　 ・ そ の 他 （ 図 示 に よ る

 ・アーク溶接継手 ・重ね継手　●  ・その他（　

※種　類：　※ガス圧接継手（※１９φ以上）　柱梁の主筋

８ ． ポ リ エ チ レ ン

コ ン ク リ － ト 地 業

６ ． ラ ッ プ ル

４ ． 場 所 打 コ ン

５ ． 割 栗 　 及 び

 詳 細 に つ い て は 構 造 設 計 図 特 記 に よ る 。

 ・ 積 荷 試 験 ： 　 　 不 要 　 　 ・ 必 要 　 　 　 ケ 所

※ ｺﾝｸ ﾘ ｰﾄ強 度 ： Ｆ Ｃ ＝ １ ８ 　 ス ラ ン プ ： １ ２

※ 地 業 の 種 類 ：   ・ 割 栗 　 ・ 砂 　 ・ 砂 利 　 ・ 砕 石 　 ・ そ の 他 （

   ス ラ ン プ 　 ※ １ ５ と す る 。

　 　 リ － ト 地 業

　 　 　 砂 利 地 業

　 　 　 　 ク リ － ト 杭

※

ｔ ＝ ０ .１ ５   2枚 敷

７ ． 均 し コ ン ク

９ ． 地 盤 改 良

３ ． 鋼 　 　 杭 ・ 杭 の 種 類 ： 　 構 造 設 計 図 特 記 に よ る 。

１ ． 直 接 基 礎 ※ 地 耐 力 試 験 ： 　 ・ 不 要 　 ・ 必 要 　 　 ケ 所 （ 　 　 　 　 　 　 ）

０ ４ 　 地 　 業 　 工 　 事

２ ． 既 製 杭 ・ 杭 の 種 類 ： 　 ※ Ｐ Ｈ Ｃ 杭 　 ・ そ の 他 （ Ｃ Ｐ Ｒ Ｃ 杭 ）

　 　 フ ィ ル ム 敷 き 　 　 　 １ 階 床

・ 長 さ  等： 　 詳細に つ い て は構造設計図特記に よ る 。 　

・ 長 さ  等： 　 詳細に つ い て は構造設計図特記に よ る 。 　

特記な き 限り 厚１ ０ ０ と す る 。

2

●

特 記 な き 限 り ｔ 30と す る 。

　 　 測 定 対 象 室 及 び 測 定 個 所 数 （ ・ 2か 所 　 ・ 監 督 員 の 指 示 に よ る ）●

指定試験所

が試料を採

取する場合

を除く

試料採取に

立ち会い

試験結果の

整理保管

を除く

取する場合

が試料を採

指定試験所 試料を指定試

試験項目5.6.

指定試験所

（軽量コンクリ－トのみ）

 ● 電 灯 　 給 排 水 、 給 湯 設 備 　 電 話 　 消 火 器 　 イ ン タ ー ホ ー ン 　

 ● 机 、 ● 椅 子 、 応 接 セ ッ ト 、 書 類 棚 、 図 面 棚 、 事 務 用 品 一 式

 ※ 係 員 詰 所 に 係 る 諸 経 費 は 、 一 切 請 負 者 の 負 担 と す る 。●

● 仮 設 ﾄｲﾚ (便 槽 付 )

ま た 、 工 事 完 了 後 に は JAC I Cが 運 用 す る 「 建 設 副 産 物 情 報 交 換 シ ス テ ム 」 へ

※ 仮 定 長 期 地 耐 力 　 　 １ ８ Ｎ ／ ｍ

2

９．駐車場ｺﾝｸﾘｰﾄ床目地　　※瀝青繊維質目地板 (ｱｵｲ化学工業㈱　ｹﾝﾀｲﾄ(ｔ10㎜ｘ1mｘ1m) )
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     ２．施設用途 中学校

     　　構造  

 ・ 仕 上 な し 　 ・ ペ イ ン ト 仕 上

※ 工 事 の 施 工 に 当 た り 、 生 徒 や 教 職 員 、 付 近 住 民 、 工 作 物 、 通 行 人 に 対 し て 損 害 を 与 え な い

特記仕様書-1

 ・ そ の 他

● ●

・ 不 要 　 　 ・ 必 要●

※80kN/ｍ ( 図示箇所)

※材　　料：　※合板（厚12ｍｍ）リブ加工

２・１による外構工事

５・１‐３による解体撤去工事

３・１‐２による空調衛生設備・電気設備工事

●

　 　 監 督 員 の 承 認 を 受 け る も の と す る 。

 ・ そ の 他 （ 建 築 工 事 用 シ ー ト ）

２ ． 監 督 員 詰 所

ど あ ら か じ め 監 督 員 と 協 議 す る 。

※ 設 計 Ｇ ． Ｌ の 決 定 及 び 、 Ｂ ． Ｍ の 設 定 は 、 監 督 員 の 立 ち 会 い の も と に 行 う 。

●

● ・ そ の他（ 場外処分）

 砂 質 又 は 監 督 員 の 承 認 す る 土 砂 を 使 用 す る も の と す る 。

工 計 画 図 を 提 出 し 、 監 督 員 の 承 認 を 得 る も の と す る 。

※ 根 切 り 完 了 後 、 深 さ 、 大 き さ 、 床 ざ ら い の 状 態 に つ い て 、 監 督 員 の 承 認 を

※

ｗ200(かぶり厚20含む)　鉄筋D10縦横＠200（ダブル）

※鉄筋の加工、 組立に 際し て は、 あ ら かじ め鉄筋加工図を 作成し 、 監督員の承認を う け る 。

適切なる施工計画書を作成し、監督員の承認を受けるものとする。

　 　 　 消 火 器 に つ い て は 、 既 存 再 利 用 と す る

　  ｺﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ強 度 ： Ｆ Ｃ ＝ １ ８ 　 ス ラ ン プ ： １ ５

　鉄筋Ｄ13縦横＠200（シングル）

R6.3桔梗が丘中学校エレベーター新設工事

桔梗が丘中学校エレベーター新設工事

鉄骨造3階建て（ELV棟）

１・昇降路棟（エレベーター） 2棟 新設工事

三重県名張市桔梗が丘7番町1街区 1926-1番地

・ 鋼 版 製 　 ・ 木 製 　 ・ そ の 他 （ ｶﾞｰ ﾄ ﾞ ﾌ ｪ ﾝ ｽ）

●

●

 ・土間ｺﾝｸﾘｰﾄ：ＦＣ＝２１　スランプ１５以下とする。

●

　 ４ ． 共 通 仕 様 書 （ 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書 （ 建 築 工 事 ・ 電 気 設 備 工 事 ・ 機 械 設 備 工 事

・ 生 徒 の 登 下 校 時 は 、 大 型 車 の 出 入 り を 避 け る こ と 。

　 　 竣 工 図 （ Ｊ Ｗ Ｗ デ ー タ を Ｃ Ｄ -Ｒ で １ 部 、 A2及 び A3で 青 焼 き 等 ２ ッ 折 り 製 本 各 ２ 部 、

表 紙 文 字 は 印 字 、 テ ー プ 不 可 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 可 ） を 提 出 。

 ・ 2.0Ｍ 　 ・ ３ Ｍ 以 上

     　　工事特記仕様書



・ 内 装 タ イ ル 　 　

・ 建 具 金 物 　 メ ー カ ー 　 美 和 Ｋ Ｋ 　 ニ ュ ー ス タ ー 　 ナ プ コ 　 リ ョ ウ ビ 　 ユ ニ オ ン ）

　 　 　 　 　   ・ 二 液 形 ウ レ タ ン 塗 床 材 　 ア ー キ フ ロ ア ー (№ 82)　 (エ ス ケ ー 化 研 ㈱ )・ 工 　 法 ：

・ 軒 　 樋 ： 　 ・ 塩 ビ 製

・ 一 般 造 作 材 ： 　 ・ 樹 種 　 　 　 　 　 　 ・ 等 級

●

               ・ オ － ダ － メ － ド 製 品 　 　 ・ そ の 他 （ 排 煙 パ ネ ル 断 熱 仕 様

（ 巾    ２ ５  ｍ ｍ ）

１６　建具工事

・ 鋼 板 厚 さ ： ・ 窓 ・ 出 入 口 ・ 三 方 枠 ・ 方 立 ・ 無 目 等 は 厚 さ  2. 3ｍ ｍ

              沓 摺 は ス テ ン レ ス 製 厚 さ ２ ｍ ｍ

・ 防 錆 処 理 ： ・ ジ ン グ ロ メ － ト 錆 止 塗 料 二 回 塗 　 　 ・ そ の 他 （

と し 、 色 仕 上 面 の 材 質 は 、 サ ン プ ル に よ り 、 指 定 す る 。

・ そ の 他 （

・ 材 　 質 ・ 巾 ： 　 ・ ス テ ン レ ス 製 　 ３ ５ ｍ ｍ ・ ｱﾙﾐ製 　 　 　 ｍ ｍ

５ ． ル － フ

４ ． 金 属 製 階 段

１ ４ 　 金 属 工 事

１ ． 一 般 事 項 ●

・ 取 付 工 法 ： 　 ・ 先 付 け 工 法 　 ・ 後 付 け 工 法

・ 防 音 処 理 ： ・ 防 音 扉 の 性 能 は 30ｄ ｂ 以 上 と す る 。

２ ． 鋼 製 建 具

１ ． ｱﾙﾐ建 具

　 　 　 　 　 　 　 ス ポ ン ジ ネ オ プ レ － ン 気 密 材 を 用 い て 気 密 に す る 。

　 　 　 　 　 　 　 ・ 水 密 性 　

             ・ 外 部 廻 り 、 機 械 室 、 そ の 他 騒 音 を 生 じ る 個 所 の 鋼 製 ド ア － 枠 は

・ 建 具 の 性 能 ： ・ 耐 風 圧   　 遮 音 等 級 　  等 級

・ 種 　 　 　 類 ： ・ レ デ ィ － メ － ド 製 品 　 　 ・ イ － ジ － オ － ダ － 製 品 　

・ 仕 　 　 　 上 ： ・ ア ル マ イ ト 仕 上 　 　 ・ ス テ ン カ ラ ー 色

・ 曲 げ 加 工 ： ・ 普 通 曲 げ 　 　 ・ 角 出 し 曲 げ 　 　 ・ そ の 他 （

・ 種 　 　 類 ： ・ レ デ ィ － メ － ド 製 品 　 　 ・ オ － ダ － メ イ ド 製 品３ ． ス テ ン レ ス

        製 建 具

             ・ ミ ラ － 仕 上 　 　 ・ そ の 他 （

・ 仕 　 　 上 ： ・ ヘ ア － ラ イ ン 仕 上 　 　 ・ バ フ 仕 上 　 　 ・ エ ッ チ ン グ 仕 上

・ レ － ル ・ マ グ ザ ： ・ ス テ ン レ ス 製 　 　 ・ 鋼 板 製

・ ス ラ ッ ト の 種 類 ： ・ ス テ ン レ ス 製 　 　 ・ ｱﾙﾐ製 　 　 ・ 鋼 板 製

・ 種 　 　 類 ： ・ 重 量 電 動 シ ャ ッ タ － 　 　 ・ 軽 量 電 動 シ ャ ッ タ －４ ． シ ャ ッ タ －

・ 波 型 　 　 ・ そ の 他 （

            ・ 防 煙 ・ 防 火 シ ャ ッ タ － （ ・ 甲 種 　 ・ 乙 種 ）

            ・ 軽 量 手 動 シ ャ ッ タ －

・ 機 　 　 構 ： ・ 巻 上 げ 式 　 　 ・ 横 引 式 　 　 ・ 水 平 式 　 　 ・ そ の 他 （

・ 型 　 　 式 ： ・ 差 込 型 　 　 ・ パ イ プ 型 　 　 ・ リ ベ ッ ト 綴 り 型 　 　 ・ ネ ッ ト 型

            厚 さ ： ・ 厚  1. 6ｍ ｍ 　 　 ・ 厚  1. 2ｍ ｍ 　 　 ・ 厚  1. 0ｍ ｍ

・ 光 電 ス イ ッ チ 式 　 　 　 ・ そ の 他 （

・ 制 御 方 式 ： ・ マ ッ ト ス イ ッ チ 式 　 　 ・ タ ッ チ ス イ ッ チ 式  

・ 動 力 方 式 ： ・ 油 圧 式 　 　 ・ 空 気 圧 式 　 　 ・ 電 気 圧 式５ ． 自 動 扉 装 置

            ・ そ の 他 （

６ ． 木 製 建 具 ・ 一 般 事 項 ： ・ シ ナ ベ ニ ア 又 は 板 張 り の フ ラ ッ シ ュ 窓 付 と す る 。

・ フ ラ ッ シ ュ 戸 表 面 材 の 厚 さ ： ・  5.5ｍ ｍ 以 上 　 　 ・  4. 0ｍ ｍ 以 上

                            ・  3 . 0ｍ ｍ 以 上

７ ． 建 具 金 物

・ グ ラ ン ド マ ス タ － キ － ： ・ 必 要 　 　 　 　 ・ 不 要

・ 各 キ － は 市 販 キ － ボ ッ ク ス に 納 入 し 、 案 内 図 を 添 付 し て 係 員 に 提 出 す る 。

（ 変 性 シ リ コ ン ）

９ ． 網 　 　 　 戸

８ ． 建 具 周 囲 の

            ・ そ の 他 （

シ － リ ン グ 材

●

●

            ・ そ の 他 （

・ 種 　 　 類 ： ・ ポ リ サ ル フ ァ イ ド 系 　 　 ・ シ リ コ ン 系 　 　 ・ 油 性

・ 建 具 の 四 周 は 入 念 に コ － キ ン グ す る こ と 。

・ 網 の 種 類 ： ・ サ ラ ン 　 　 ・ ス テ ン レ ス 　 　 ・ グ ラ ス フ ァ イ バ －

                  ・ そ の 他 （ シ リ コ ン ）

１ ７ 　 ガ ラ ス 及 び プ ラ ス チ ッ ク 工 事

1． ガ 　 ラ 　 ス

●

                  ・ 硬 化 性 ガ ラ ス パ テ

                  ・ ポ リ サ ル フ ァ イ ド シ － ル 材

                  ・ ネ オ プ レ － ン ジ ッ パ － ガ ス ケ ッ ト （ 引 違 い の み ）

※ 種 　 　 類 ： 設 計 図 に よ る も の と し 、 指 定 製 造 会 社 の 製 品 と す る 。

２ ． 金 属 板 構 造

・ 材 　 料 ：   ４ ． そ の 他 の 水 切 り

5． 日 本 瓦 い ぶ し 日 本 瓦 鬼 瓦 　 ノ シ 瓦 　 既 存 合 わ せ

３ ． そ 　 の 　 他 ・ 試 　 験 　 貼 　 ※ 行 わ な い 　 ・ 行 う

・ 化 粧 ボ ル ト 　 ※ 使 用 す る 　 ・ 使 用 し な い

 ・ 人 工 大 理 石 　 　      ・ コ ー リ ア ン 　      

・ 花 こ う 石 ： 　 ・ 国 産 　 ・ 外 国 産　 　 　 　 　 　 ・ 板 厚 30ｍ ｍ 　 　 ・ 仕 上 　 J

・ 仕 上 黒 御 影 石 水 磨 き :便 所 汚 垂 石

　 ・ 仕 上 赤 御 影 石 ジ ェ ッ ト バ ー ナ ー 仕 上

２ ． 材 　 　 　 料 ・ 大  理  石 ： 　 ・ 国 産 　 ・ 外 国 産 　　 　 　 　 　 　 　 ・ 板 厚 30ｍ ｍ 　 　 ・ 仕 上 　 A

受 付 壁 　 ： モ カ ク リ ー ム

※ 石 材 は 、 傷 、 腐 れ 又 は 、 亀 裂 を 生 ず る 恐 れ の あ る 筋 や 欠 点 の 少 な い も の

１ ０ 　 石 　 工 　 事

１ ． 一 般 事 項

※ つ な ぎ 金 物 の 太 柄 、 鍵 、 千 切 類 は 防 錆 処 理 を 施 し た 鋼 又 は 、 真 ち ゅ う 製 と す る 。

※ 仕 上 げ の 種 類 は 、 次 の 記 号 を 用 い る 。

  Ａ － 本 磨 き 　 Ｂ － 水 磨 き 　    Ｃ － 粗 磨 き 　 Ｄ － 小 叩 き 　

  Ｅ － ひ き 肌 　 Ｆ － ビ シ ャ ン 叩 き 　 Ｇ － 割 肌   J－ ジ ェ ッ ト バ ー ナ ー

※ 種 　 　 別 ： 　 ・ Ａ 種 　 ・ Ｂ 種 　 ・ Ｃ 種 （ 防 水 ）

※ 厚 　 　 さ ： 　 ・ 100ｍ ｍ 　 ・ 120ｍ ｍ 　 ・ 150ｍ ｍ 　 ・ 190ｍ ｍ

※ 補 強 鉄 筋 ： 　 ・ 縦 筋  Ｄ １ ０ ＠ ４ ０ ０

　 　 　 　 　 　 　 ・ 横 筋  Ｄ １ ０ ＠ ４ ０ ０

０ ８ 　 ブ ロ ッ ク 及 び Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル 工 事

１ ． ※ 種 　 　 別 ： 　 ・ Ａ 種 　 ・ Ｂ 種 　 ・ Ｃ 種 （ 防 水 ） ス プ リ ッ ト ン ブ ロ ッ ク

●

●

０ ７ 　 鉄 　 骨 　 工 　 事

略

３ ．

シ ン グ ル 葺

ｱｽﾌ ｧ ﾙ ﾄ

コ ン ク リ － ト

ブ ロ ッ ク

２ ．

０ ９ 　 防 水 工 事

※ 本 工 事 は 、 全 て 責 任 施 工 と す る 。

ｱｽﾌ ｧﾙ ﾄ

１ ． 一 般 事 項

・ 室 内 防 水 　

３ ． シ － ト 防 水 ※ 種 　 類 ： 　 ・ 合 成 ゴ ム 系 シ ー ト 防 水 　 　 厚  　 　    ｍ ｍ

４ ． 塗 布 、

※ 種 　 別 ： 　 ・ セ メ ン ト 系 　 ・ 樹 脂 系 　 ・ そ の 他 （モ ル タ ル 防 水５ ．

６ ． 止 　 水 　 板

７ ． 目 地 押 え

※ 地 下 ｺﾝｸﾘ ｰ ﾄ打 継 箇 所 止 水 板 ： 　 ※ 必 要 ： 　 ・ ク ロ ロ ブ レ ン

※ 目 地 材 料 ： 　 ・ エ ラ ス タ イ ト ＋ ｱｽﾌｧ ﾙ ﾄコ ン パ ウ ン ド （ 巾         ｍ ｍ ）

　 　 　 　 　 　 　 ・ 発 泡 樹 脂 板 ＋ ｱｽﾌ ｧ ﾙﾄコ ン パ ウ ン ド 　

 ・ 合 成 樹 脂

・ そ の 他 （

※ 工 　 　 法 ： 　 ・ ｱｽﾌ ｧ ﾙﾄコ ン パ ウ ン ド は 、 防 水 押 え 仕 上 り 面 よ り

　 　 　 　 　 　 　 ・ そ の 他

５ ｍ ｍ 下 り に 充 填 し エ ラ ス タ イ ト 以 外 の 目 地 棒 は 必 ず 撤 去 す る 。

８ ． 責 任 保 証 ※ 工 事 請 負 者 及 び 施 工 会 社 は 、 記 名 捺 印 の 上 、 下 記 保 証 期 間 の 保 証 書 を ３ 部 係 員 に

提 出 す る も の と し 、 事 故 を 生 じ た 場 合 は 、 無 償 に て 補 修 復 旧 す る も の と す る 。

・ モ ル タ ル 防 水 　 　 ： 　

・ シ ー ト 防 水 　 　 　 ： 　 １ ０ 年 間

・ 塗 膜 防 水 　 　 　 　 ： 　 １ ０ 年 間

９ ． シ － リ ン グ ※ 外 部 建 具 廻 り ： 　 ・ ポ リ サ ル フ ァ イ ド 系

                   ・ ポ リ ｳﾚﾀ ﾝ系 　 ・ 油 性 系
・ シ リ コ ン 系 （ =成 分 形 変 性 シ リ コ ン ） ・ そ の 他

                           ・ ポ リ ｳﾚﾀ ﾝ系 　

・ シ リ コ ン 系 （ 変 性 シ リ コ ン ）

・ 油 性 系

 ・ そ の 他 の 個 所 は 共 通 仕 様 書 に よ る 。●

●・ 充 填 は 、 １ ２ ｍ ｍ を 最 小 と す る 。 バ ッ ク ア ッ プ 材 を 使 用 し 、 発 泡 樹 脂 成 型 材 と す る 。

● 外 壁 伸 縮 目 地

伸 縮 目 地

塗 膜 防 水

防 水

※ ラ ワ ン 材 使 用 の 場 合 は 、 加 熱 に よ る 防 虫 処 理 材 と す る 。 但 し 係 員 の 承 認

を 受 け て 薬 液 に よ る 防 虫 処 理 を 使 用 し て も よ い 。

※ 水 廻 り 及 び か ま ち 、 敷 居 類 は 、 ひ の き 又 は 、 同 等 以 上 の 堅 木 を 使 用 す る

も の と す る 。

１ ２ 　 木 　 工 　 事

１ ． 一 般 事 項

桧 　 杉

●

・ 野 地 板 ： 　 ・ ド リ ゾ ー ル 板 　 　 　 厚 　 　   ｍ ｍ

・ 形 　 状 ： 　 ・ 長 尺 　 ・ 規 格

　 　 　 　 　 　 ・ そ の 他 （

・ 下 　 葺 ： 　 ・ ア ン ダ ー ガ ム ロ ン 　 M1. 5下 地

　 　 　 　 　 　 ・ そ の 他 （

・ 材 　 料 ： 　 ・ 亜 鉛 鍍 金 鉄 板 　 ・ 片 面 カ ラ ー 鉄 板 　 ・ ビ ニ ー ル 被 覆 鉄 板 　

・ 材 　 料 ：   

・ 工 　 法 ：   

・ 板 　 厚 ： 　 ・   0 . 8ｍ ｍ

・ 被 　 覆 ： 　 ・ 耐 火 （

　 　 　 　 　 　 ・ 断 熱 （ 2重 葺 　 グ ラ ス ウ ー ル 充 填 ）

１ ３ 　 屋 根 及 び 樋 　 工 事

１ ． 鋼 板 平 葺

３ ． 防 腐 ・ 防 虫

の 処 理

４ ． 外 壁

・ 材 　 料 ： 　 ・ カ ラ ー ガ ル バ ル ウ ム 鋼 板 葺 　  

・ 工 　 法 ： 　 ・ 平 葺 　

・ 板 　 厚 ： 　 ・ 0.4

・ 波 板 葺 　

●

●

・ 工 　 法 ： 　 ・ 指 定 製 造 所 と 同 等 仕 様 と す る 。

６ ．  樋

・ 溶 融 亜 鉛 メ ッ キ

　 　 　 　 　 　 　 ・ 取 付 用 下 地 金 物 ： 　 ・ 指 定 な き 限 り 亜 鉛 メ ッ キ 処 理 と す る 。

塗 料 １ 回 塗 と す る 。

・ そ の 他 （

●

２ ． 防 錆 処 理 ●

・ 内 部 金 物 ： 　 ・ Ｊ Ｉ Ｓ （ 鉛 丹 ジ ン ク ロ メ ー ト 錆 止 塗 料 ） に 規 定 す る 。

・ 外 部 金 物 ： 　 ・ ジ ン ク ロ メ ー ト メ ッ キ 処 理 　 ・ 亜 鉛 メ ッ キ 処 理 　

●

●

● ●

３ ． 軽 量 鉄 骨

・ 天 井 下 地 　 ・ １ ９ 形 　 ・ ２ ５ 形

ク ロ メ － ト メ ッ キ 処 理 、 又 は 、 亜 鉛 メ ッ キ 処 理 を 施 し た も の と す る 。

・ 軽 量 鉄 骨 天 井 下 地 及 び 、 壁 下 地 は 指 定 製 造 所 製 品 と し 、 防 錆 処 理 は ジ ン

・ 壁  下  地 　 ・ ６ ５ 形 　 ・ ９ ０ 形 　 ・ １ ０ ０ 形 　 内 部 の 間 仕 切 外 壁 面 共

（ 外 部 天 井 は 、 外 部 用 下 地 と す る ）

・ そ の 他 （

・ 鉄 製   　 　 ｍ ｍ　 ・ 真 ち ゅ う 製 　 　 　 　 ｍ ｍ

・ 型       　 式 ： 　 ・ タ イ ヤ 入 　 ・ タ イ ヤ 無

ド レ イ ン

ノ ン ス リ ッ プ

天 井 及 び 壁

下 地 材

●

・ 一 般 構 造 材 　 　

・ 積 層 材

●・ 使 用 材 料 は 図 示 に よ る 。 記 載 な き 材 料 は 協 議 に よ る 。

桧 、 杉 、 集 成 材

６ ． ｱﾙﾐ ｽ ﾊ ﾟ ﾝ ﾄ ﾞ ﾚﾙ　 　 形 材 ス パ ン ド レ ル 　 23ｍ ｍ 　 　 （ メ ー カ ー ： Ｒ Ｉ Ｋ Ｅ Ｎ ）

・ そ の 他 （

９ ． 製 作 金 物

８ ． 格 　 子 　 蓋

10． さ び 止 め

●

 ・ そ の 他 （

・ 材 質 ・ 形 状 等 は 、 設 計 図 に よ る も の と す る 。

※ Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ ５ ６ ２ ２ ・ Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ ５ ６ ２ １ ・ Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ ５ ６ ２ ５ に よ る 。

11． 笠 木 ・ パ ラ ペ ッ ト

●

３ ． シ ッ ク イ 塗 ・ 種 　 類 ： 　 ・ ド ロ マ イ ト プ ラ ス タ ー 　 ・ 石 膏 プ ラ ス タ ー 　

４ ． 白 セ メ ン ト

た も の を こ し て 使 用 す る も の と し 、 ２ 回 吹 付 け と す る 。

・ 白 セ メ ン ト に ド ロ マ イ ト プ ラ ス タ ー （ 上 塗 用 ） を １ ０ ％ 混 和 水 練 り し

・ 種 　 類 ：   ・ 吸 音 用 　  　 ・ そ の 他 （  耐 火 被 覆 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 防 水 剤 （ 製 造 会 社 の 指 定 量 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 砂 　 　 　 　 ： ２

１ ５ 　 左 官 工 事

２ ． 防 水

１ ． モ ル タ ル 塗 ●

　 調 合 容 積 比 　 　 セ メ ン ト 　 ： １

・ 防 水 剤 は 指 定 製 造 会 社 の 製 品 と し 、 モ ル タ ル の 項 に 準 じ て 仕 上 げ る 。

・ モ ル タ ル は 亀 裂 防 止 剤 、 接 着 剤 、 防 水 剤 そ の 他 の 混 和 剤 を 必 要 に 応 じ

５ ． ﾛｯｸ ｳｰ ﾙ吹 付

・ レ ベ リ ン グ モ ル タ ル 　 ｱ　 10

　 　 　 　 　 　 ・ そ の 他 （ 土 佐 シ ッ ク イ 同 等 ）

・ 仕 　 上 ：   ・ 吹 付 　 　 ・ か き 落 し 　   ・ コ テ 押 え

・ 塗 厚 ：   ・  ３ ｍ ｍ 　 ・  ５ ｍ ｍ

・ 種 　 類 ：   ・ 吸 音 用 　 ・ そ の 他 （ 仕 上 ）

・ 　 色   ： 　 ・ 着 色 　 　 ・ 珪 藻 土 風 フ ラ ッ ト 仕 上 げ （ 下 地 寒 冷 沙 貼 ）

６ ． ジ ョ リ パ ッ ト

７ ． 塗 　 床 　 材

９ ． 珪 藻 土 塗

             ・ ２ ５ ｍ ｍ  　  ・ ３ ０ ｍ ｍ 　 　 ・ そ の 他 （ 図 示 に よ る ）

・ 仕 　 上 ：   ・ 吹 付  　  ・ コ テ 押 え

・ 　 色   ： 　 ・ 着 色 　 　 ・ 原 色

・ 吹 付 厚 ：   ・ １ ０ ｍ ｍ   　 ・ １ ５ ｍ ｍ   　 ・ ２ ０ ｍ ｍ

モ ル タ ル 塗

●

●

・ 気 密 性   　   等 級

・ 耐候製鋼板　   ・ そ の他（

●

            ・ 中桟付と す る

２ ． プ ラ ス チ ッ ク ・ 種 類

・ 延 焼 ラ イ ン 発 生 部 分 は 網 入 り ガ ラ ス と す る 。

（ メ ー カ ー ： 旭 ガ ラ ス 　 日 本 板 ガ ラ ス 　 セ ン ト ラ ル ガ ラ ス ）

・ 種　 　 類： ・ 普通鋼板  　 　 ・ ボ ン デ 亜鉛鋼板　 　   ・ ボ ン デ鋼板

　 　 　 　 　 　 　 ・ 開 口 補 強 筋  Ｄ １ ３ φ

・ 種 類 ： 　 ・ 金 属 系 　 　 ・ 窯 業 系

・ 貼 り 方 ： 　 ・ 縦 貼 　 　 ・ 横 貼

・ 和 室 造 作 材 ： 　 ・ 樹 種 　 　 　 　 　 　 ・ 等 級

・ 化 粧 柱 ： 　 ・ 樹 種 　 桧 磨 き 丸 太 　 　 ・ 等 級

・ 見 え 隠 れ 材 ： 　 ・ 樹 種 　 　 　 　 　 　 ・ 等 級

●

・ 代 用 樹 種 　 　 　 ・ 可 　 　 ・ 不 可●

桧 、 杉 １ 等

１ 等 　 外 部 に 使 用 す る 所 防 腐 防 虫 加 工

無 節

上 小 節

床 組 み 材 、 外 部 仕 上 げ １ ｍ ま で 防 腐 防 蟻 処 理 の こ と 。

・屋根軒先廻りの木下地、窓枠木下地その他外部の木下地部分は防腐、防虫処理を行うものとする。

ラワンベニヤ、シナベニアJISS規格品（下地材に使用する場合も含む）ノンホルムアルデヒドの製品。

杉 板 （ 赤 ） ァ 15　 防 腐 塗 料 （ ２ 回 塗 ） 本 実 継 ぎ 目 目 透 か し 　 通 気 工 法

構 造 用 合 板 ァ 12下 地 　 透 湿 防 水 遮 熱 シ ー ト

取 付 金 物 一 式 屋 根 30分 耐 火 構 造 折 板

・ 壁  下  地 　 外 壁 面 及 び 鉄 骨 下 地 面 　 柱 面 軽 鉄 　 t3０ 下 地 と す る 。

・ 材 　 質 ： 　 ・ 鋳 鉄 製 　 30ｍ ｍ 　 ・ ス テ ン レ ス 枠 製 　 　 ｍ ｍ 　

●・ 種 　 類 ： 　 ・ 硬 質 着 色 床 　 ・ 合 成 樹 脂 ビ ニ ー ル 系 　

　 　 　 　 　   ・ 合 成 樹 脂 エ ポ キ シ 系

●

●

３ ． 普 通 タ イ ル

１ ． 一 般 事 項 ※ 指 定 製 造 会 社 の 製 品 に よ り 、 見 本 品 を 提 出 し 、 係 員 の 承 認 を 受 け る 。

１ １ 　 タ イ ル 工 事

２ ． 工 　 　 　 法

※ タ イ ル 張 工 法 ： 　 ・ 圧 着 工 法 　 ・ 団 子 張 工 法 　 ・ 接 着 張 工 法 　

※ 伸 縮 目 地 ： 垂 直 方 向 に は 、 柱 間 毎 に （ 柱 型 が な い 場 合 ） あ る い は 柱 型 の

両 側 （ 柱 型 が あ る 場 合 ） に 設 け る 。 水 平 方 向 に は 、 各 階 毎 に 設 け る 。

・ 打 ち 込 み 工 法 ・ そ の 他 （

・ 外 装 タ イ ル 　 　

５ ． そ 　 の 　 他 ・ 見  本  焼 　 ※ 行 わ な い 　 ・ 行 う

・ 引 張 試 験 　 ※ 行 わ な い 　 ・ 行 う

・ 試 験 貼 り 　 ※ 行 わ な い 　 ・ 行 う

４ ． 特 殊 タ イ ル ・ テ ッ セ ラ タ イ ル

※ ｺﾝｸ ﾘ ｰ ﾄ打 継 目 地 ： 　 ・ ポ リ サ ル フ ァ イ ド 系 　

ガ ル バ リ ウ ム 鋼 板  ァ 0.5 加 工 品

重 ね 張 り 工 法

・ 材 　 質 ： 　 ・ ｱﾙﾐ枠 製 ・ ス テ ン レ ス 枠 製 　 ・ そ の 他 （

・ マ ス タ － キ － (Ｇ Ｏ Ａ Ｌ )： ・ 必 要  (内 蔵 ： Ａ Ｄ 1・ Ａ Ｄ 3)　 　 ・ 不 要

※ 土 台 ・ 床 下 地 は 、 薬 液 に よ る 防 虫 処 理 材 を 使 用 す る 。

●

・ ガ ラ ス 取 付 材 料 ： ・ ビ ニ － ル 製 ビ － ド
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６ ． サ イ デ ィ ン グ

・ ｱｽﾌ ｧ ﾙ ﾄ防 水 　 　 　 ： 　 １ ０ 年 間

12． EX P . J

特記仕様書-2

共 A-04

※ 種 　 　 別 ： 　 ・ 普 通 　 ・ 耐 火 　 ・ 焼 過 ぎ 　 ・ そ の 他 （

※ 使 用 箇 所 ： 　 ・ 化 粧 　 ・ 塗 下 　 ・ 防 水 押 え 　 ・ そ の 他 （

２ ． 練 瓦

（ レ ン ガ ）

３ ． 押 出 成 型 セ メ ン ト 板

・ 種 類 ： 　 ・ 外 壁 パ ネ ル 　 Ａ 種 　 フ ラ ッ ト パ ネ ル 厚 ６ ０ mm

・ 巾 　     ・ 60 0 mm　 　 　 ・ 900m m　

・ 耐 火 性 能 　 　 　 有 （ １ 時 間 ） ・ コ ー ナ ー

４ ． Ａ Ｌ Ｃ 版 ●●

●

●

●

上 小 節●●・ 巾 　 木 　 材 ： 　 ・ 樹 種 　 　 　 　 　 　 ・ 等 級桧

等 級

２ ． 樹 種 及 び

・ 小 型 折 板 重 ね タ イ プ 　 M88ﾙ ｰ ﾌ ( T 8 8 )

（ E-2）

●

●

●

※ 落 ち 葉 カ バ ー 設 置 の こ と

外 壁 ： ・ ｱﾙﾐ ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ　 　 　 　 　 ・ 樹 脂 （ 可 逆 性 エ ラ ス ト マ ー ） 製

内 部 壁 ・ 天 井 ： ・ ｱﾙﾐ ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ　 ・ 樹 脂 （ 可 逆 性 エ ラ ス ト マ ー ） 製

●

●笠 木 ： ・ ｱﾙﾐ笠 木 　 　 　 　 　 ・ 樹 脂 （ 可 逆 性 エ ラ ス ト マ ー ） 製

※ 詳 細 図 に よ る

SUS枠 　 化 粧 仕 上 げ13． 床 下 点 検 口

※ 耐 火 仕 様 と す る こ と

　 　 　 　 　 　 　 ・ そ の 他 （

　 　 　 　 　 　 　 ・ 二次電解着色仕上( ナ チ ュ ラ ルシ ルバー )

（ Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ Ｌ ・ Ｙ Ｋ Ｋ ・ 三協ア ルミ ）

●

・ タ イ ル A　 モ ザ イ ク タ イ ル 　 2色 使 い 分 け （ ベ ー シ ッ ク +ア ク セ ン ト ） 麻 の 葉 同 等 品●

●

・ 種 類 ： 　 ・ ALC - 1   外 壁 パ ネ ル 　 フ ラ ッ ト パ ネ ル t12 5 m m　

・ ALC - 3   内 壁 パ ネ ル 　 フ ラ ッ ト パ ネ ル t10 0 m m　

●・ ｱﾙﾐ笠 木  2次 電 解 着 色 （ ABC商 会 　 W40 0、 250同 等 品 ）

●

●

●

●

●

●

●

●・ 仕 　 　 上 ： ・ ウ レ タ ン 樹 脂 塗 料

●

●

 ※ タ イ ル 割 付 図 を 作 成 し 、 指 定 箇 所 は 役 物 を 用 い る も の と し 、 監 督 員 の 承 認 を 受 け る 。

●●

・ 工 事 に あ た っ て は 、 製 作 図 を 提 出 の 上 監 督 員 の 承 認 を 受 け る も の と す る 。

て 監 督 員 と 協 議 の 上 使 用 す る も の と す る 。

●

●

●

●

８ ． 外 壁 　 　 　 　 ・ 種 　 類 ：

※ 落 下 し な い よ う に 十 分 に 配 慮 す る こ と 名 古 屋 モ ザ イ ク 工 業 ㈱ 同 等 品

・ ALC - 2   外 壁 パ ネ ル 　 フ ラ ッ ト パ ネ ル t12 5 m m

※ ｺﾝ ｸ ﾘ ｰﾄの 種 類 ： 　 ・ 軽 量 ｺﾝｸ ﾘ ｰ ﾄ（ 構 造 用 ） 　

・ 耐 火 性 能 　 　 　 有 （ １ 時 間 ）

・ 普 通 ｺﾝｸ ﾘ ｰ ﾄ

※ 混 和 剤 の 有 無 　 　 　 ： 　 ・ 必 要 　 ・ 不 必 要

※ ｺﾝｸ ﾘ ｰﾄの 強 度 ： 　 　 　 　 ｋ ｇ ／ ｃ ｍ

コ ン ク リ － ト

プ レ キ ャ ス ト５ ．

・ コ ー ナ ー●

●

●

●・ 巾 　     ・ 60 0 m m　 　 　 ・ 900 m m　

●

●

　 　 　 　 　 　 　 ・ そ の 他 （

R6.3

（ 井 上 商 会 同 等 品 ）

●

●

内 部 床 ： ・ ア ル ミ 製 　 　 　  ・ 樹 脂 （ 可 逆 性 エ ラ ス ト マ ー ） 製

桔梗が丘中学校エレベーター新設工事

※ 種 　 別 ： 　 ・ 歩 行 用 屋 上 防 水 　 ・ 露 出 屋 上 防 水 （ C-1 )

※ 種 　 別 ： 　 ・ ｳﾚﾀ ﾝ系 塗 膜 防 水 (X- 2 )　 　 図 示 箇 所 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 ・ ｺﾞﾑ ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ塗 布 防 水 (Y- 1 )　 　 　 ピ ッ ト 土 か ぶ り 部 分

　 　 　 　 　 　 　 ・ 合 成 樹 脂 系 シ ー ト 防 水 (S- F2 )　 　 厚 　 　 1.5ｍ ｍ

・ 竪 　 樋 ： 　 ・ 塩 ビ 製 丸 竪 樋 (カ ラ ー ）  　 掴 み 金 物 共

７ ． 点検口

・ 寸 　 法 （ 天 井 ） ： 　 ・ 450ｍ ｍ 角 　 ・ 600ｍ ｍ 角 　 ・ そ の 他 （

・ 寸 　 法 （ 壁 ） ： 　 ・ 300ｍ ｍ 角 　 ・ 600ｍ ｍ 角 　 ・ そ の 他 （

●

●



・館名サイン　　ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ

                        ・軽鉄下地

・岩綿吸音板：・下地　　・木製軸組

・SUS製埋め込み式　既製品　チェーン内蔵式

・置き式　　　・埋込式

・ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石　120×600　基礎共　

２．舗　　　装

        ・砂利撤舗装：切込砂利　　　　　ｍ／ｍ　　撤布砂利　　ｍ／ｍ

        ・コンクリ－ト舗装（・有筋　　・無筋　　・熔接金網入）

●

４.ゲート ・種別：　　

３．フェンス ・メッシュフェンス 既製品　H1.5m

（既設擁壁コア抜き設置または基礎設置）

７．敷地内

６．ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石

          蓋 　   ・コンクリ－トブロック製

             　   ・鋳鉄製

                ・化粧溝蓋(SUS枠）

                ・その他

                ・現場打コンクリ－ト溝

・種別：　Ｕ字側　　外構図参照のこと

        排水溝 ●

                ・その他（グレーチングT-12受アングル付）

・高さ：

５．テラス

・種別：・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装（・混合式　　・浸透式）凍結等考慮の上下地処理のこと。

・補償期間

・車止め

吹付タイルRS，エポキシタイル

１．一般事項

１８　吹付工事

※製造業者及び施工業者はあらかじめ係員の承認をうける。

セメント系吹付タイル・セメントタイル

吹付タイルRS,エポキシエマルションタイル

ポリマ－セメントタイル

樹脂スタッコ・アクリルスタッコ

樹脂スタッコ・アクリルスタッコ

・複層塗材　CE

・防水形複層塗材

・複層塗材　RS

・複層塗材　RE

・複層塗材　E

・複層塗材　Si

アクリルタイル

シリカタイル

・複層塗材　C

・内装厚塗材E

・外装厚塗材E

・内装厚塗材Si

・外装厚塗材Si

・内装厚塗材C

・外装厚塗材C

シリカスタッコ

シリカスタッコ

セメントスタッコ

セメントスタッコ

繊維壁・京壁，じゅらく

樹脂リシン，アクリルリシン，陶石リシン

セメントリシン，京壁

セメントリシン，防水リシン

通　称（俗称）

・内装薄塗材C

・可とう形薄塗材

・内装薄塗材W

・外装薄塗材S

・内装薄塗材S

・内装薄塗材E

・外装薄塗材E

・内装薄塗材Si

・外装薄塗材Si

溶液リシン

溶液リシン

じゅらく

シリカ塗料

シリカリシン

強制リシン

・外装薄塗材C

呼    名

C種

B種

合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

反応硬化形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

合成樹脂溶液系複層仕上塗材

ポリマ－セメント系複層仕上塗材

外装セメント系厚付け仕上塗材

内装セメント系厚付け仕上塗材

外装けい酸質系厚付け仕上塗材

内装けい酸質系厚付け仕上塗材

外装合成樹脂エマルション系厚付け仕上塗材

内装合成樹脂エマルション系厚付け仕上塗材

複層仕上塗材

防水形複層仕上塗材

けい酸質系複層仕上塗材

セメント系複層仕上塗材JIS A 6910

厚付け仕上塗材

JIS A 6915

２．材　　　料

A種

種類

内装水溶性樹脂系薄付け仕上塗材

内装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

外装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

内装けい酸質系薄付け仕上塗材

外装けい酸質系薄付け仕上塗材

内装セメント系薄付け仕上塗材

外装セメント系薄付け仕上塗材

薄付け仕上塗材

（可とう形薄付け仕上塗材）

JIS A 6909

JIS  NO.
名  　  称 種　　　類

内装合成樹脂溶液系薄付け仕上塗材

外装合成樹脂溶液系薄付け仕上塗材

透水性ｳﾚﾀﾝ塗装吹付材

下塗：ビニロックエラスティックフィラー　ホワイト

２０　内装工事

１．一般事項

　　　　　床材

２．合成樹脂系

・種類：・ライン引（白）    ・車止め８．駐車場

・ロックウ－ル        ：・厚　　 25ｍｍ（　　　　　　）

10．断　熱　材 ・スタイロフォーム：・厚　　50ｍｍ

・材質：・ステンレス　　・ｱﾙﾐ　　・プラスチック

3

・コルクボード 掲示板

・化粧石膏ボ－ド ：・厚    ９.5    ｍｍ

９．石膏その他

のボ－ド張り

●

・型式：・片引　　・引分

12．カーテン

５．　　畳 ・種　　類：・本畳　　・ビニ－ル畳　　・スタイロ畳

・特殊畳床：・無　　・有

        ・その他（

        ・その他（置敷工法 タイルカーペット）

・下地：・無　　・有（フェルトクッション　１０ｍｍ）

・工法：・接着張り　　・両面粘着テ－プ張り　　・クリッパ－工法

４．カ－ペット ・種類：・タイルカーペット　

フロ－リング材３．

        ・その他（

・材質：・ナラ　・ブナ　・クリ　・チェリー

ｺﾝｸﾘｰﾄ製置き式

９．擁壁 ・擁壁新設

２２　外構工事

１．一般事項 ※工事範囲等は設計図による他、現況改修、係員の指示によるものとする。

・既設キッチン天板取替え

サイン

２４　その他工事

・材質：・ステンレス　　・石（花こう岩 600□）　　・その他（

Ｌ＝15ｍ　ｱﾙﾐ押出形材50ｋｇフック及び

・種類：・ミニキッチンＷ＝1200

（天井埋込、壁付）

・工事に伴う撤去●

・図示による●

・パネルパ－ティション　　　・その他（

・種類：・アコ－デオンドア－　　    ・ル－バ－ドア

・材質：・木製　　・ビニ－ルクロス仕上　　・焼付塗装　　・化粧単板

18．解体工事

・工事に伴う移設

●

・その他（

・遊具移設

係員の指示するもの

10．車止めチェーン

・植　　栽：風除け支柱の種類　　・三脚　　・四脚　　・鳥居形  ・地下支柱１．植　　　栽

２３　植栽工事

引き渡しより１年間

・芝張り   ：種別　　・野芝　　・高らい芝　　・その他（

             ・既設植栽せん定掃除

            ・既設植栽伐採伐根とも

20．家屋調査

19．文化財調査

必要と思われる近隣家屋については工事着手前に家屋調査を行うこと。

負担とする。

又、竣工までの近隣家屋とのトラブルその他保障については全て請負者の

●

・図示　　　　　　　　　　　イトーキ

５．案内板 ・材質：・ステンレス シート文字　詳細は図面による　

・材質：・館名立て看板　

12．消火器

13．消火器ボックス

14．定　　　礎

16．撤去工事

17．移設工事

９．システムキッチン

８．可動間仕切

６．外部サイン

４．笠立て

15．ピクチャーレール

・種類：・モザイク　　・パ－ケット　　・無垢フロ－リング

11．ユニットバス

10．ミニキッチン

※本工事に使用する材料は、ＪＩＳ規格品とする。但し、特殊材料はこれに準拠し

・種類：・塩化ビニ－ル系樹脂シート

W75　ウレタン塗装品

11．透湿防水ｼｰﾄ

・

・

・石膏ボ－ド  ：●厚９.5、●厚１２.5ｍｍ　防水ＰＢ　ｱ　12.5

コントラクトカーテン　PK1144-2

・材　　質：・プラスチック　・ステンレス　・木製(丸太)（ｔ45×Φ170）

７．館名サイン

　衝突防止

・FIX強化ｶﾞﾗｽ衝突防止

+　ポリフイルムァ0.15×２枚敷

・ピクトサイン

ピクト・基材の上ｳﾚﾀﾝ塗装

（設置箇所：図面による）

・材質：・スチ－ル　　・ｱﾙﾐ　　・ホ－ロ－鋼板３．黒板掲示板

２．下　足　箱 ・材質：・ステンレス　　・鋼板焼付塗装　　・その他（

・その他（

・形状：・平面　　・曲面　　・上げ下げ式　　・映写スクリ－ン内蔵型

・枠　：・ｱﾙﾐ　　・スチ－ル　　・木製

１級建築士事務所 １級建築士第301771号森本雅史

株式会社 森 本 建 築 事 務 所
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MORI MOTO ARCHI TECT & ASSOCI ATES

・既存建物増築工事に伴う解体

●・複層塗材Ｅ：

● １．階数表示

特記仕様書-3

共A-05

・種類：・天然木化粧合板（チーク練付合板厚貼、ナラ練付合板厚貼）

                            ・プリント合板

                            ・ポリエステル化粧板

        ・特殊加工合板　　　・メラミン化粧合板

６ ． 化　 粧　 板

７．吸　音　板

                        ・石膏ボ－ド厚  9.5 12.5

・穴あきフレキシブルボ－ド：・厚　6.0ｍｍ    ・厚 5.0ｍｍ

・穴あき石膏ボ－ド　　　　：・厚　　　　ｍｍ

・布製品　　　：・　　　Ｃ　級以上　防炎加工品

・紙製品   　 ：・　　　　級以上８．壁　装　材

・ビニ－ル製品：・  防火１級以上　ＡＡ程度

・掲示板クロス：　　K-101-1

・ケイ酸カルシウム板：　　・厚  ・6ｍｍ　・12　ｍｍ

・既製Ｕ字溝W300

● ●

●

●

※詳細図による

・グラスウ－ル        ：・厚 　50ｍｍ　24ｋｇ/m

・材質：・ステンレス　　・ｱﾙﾐ　　・プラスチック● ・その他（

・型式：・シングル　　・ダブル　　・その他（●

13．ロールスクリーン

14．カ－テンレ－ル

        ・その他の舗装　t100砕石敷舗装

             客土　　・不要　　・要　　４００ｍ／ｍ

・カッティングシート：・文字サイン　(文字色：N-40)

・ 種 類 ：

レナラック　アクリルタイル　小粒仕上げ

はっ水剤：ＲＣ巾木部 　浸透性吸水防止材

15．化粧シート張り スリーエム　「ダイノックフィルム（木目調）」同等品

スリーエム同等品16．飛散防止フィルム貼

２１　エレベーター工事

・ 詳細は詳細図による

・コンポジションビニル床タイル●

・置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

前もって見本品を提出したり、見本張りを行い、係員の承認を受けることとする。

（仮設壁）

上塗：ハイパーユメロック　白色・グレー

１９　塗装工事

１．一般事項

・屋内の壁及び天井の仕上げは基材同等の認定のあるものとする。

※塗装業者は、日本塗装工業会会員とする。

※素地調整及び塗装工程は、共通仕様書による。

４． 合成樹脂調合ペイント

５．特殊塗料

フタル酸エナメル ・種　　類：６．

７．ｳﾚﾀﾝ塗装

・種　　類：８．フッ素樹脂塗料

・種　　類：

・使用個所：

２．防火材料

    ペイント塗

エマルジョン
３．合成樹脂

９．ポリｳﾚﾀﾝ塗

３．見本吹き （メーカー：　　　　　　）●・行う　　　　　・行わない

または同等品

●・下地調整材　C-1

４．耐火被覆材 ●

吹付

・吹付厚　　　25ｍｍ(耐火1時間）

太平洋スプレーコート同等品 （メーカー：太平洋マテリアル）

・積層ビニル床シート　厚2.0・長尺塩ビシート●

(桔梗中　ELVホール・廊下)

(桔梗中既存改修部分)

（TOLI・サンゲツ同等品）

MV46（基準）・MV76（アクセント）
MV46（基準）・MV73（アクセント）

・使用個所：

（EP）

（2-UE）

（UC） ・使用個所：

・建築物の完了検査申請手数料→別途

・ELVの建築確認申請及び完了検査申請の書類作成、手続き、手数料→本工事に含む

R6.3桔梗が丘中学校エレベーター新設工事

・種　　類：２種（内部用）

・使用個所： 天井・ﾎﾞｰﾄﾞ面等

・種　　類：１種（建築用）

・使用個所：　巾木

・使用個所：

・種　　類：

・使用個所：

・種　　類：



SUBJECT:

TITLE:

DATE:

301FILENO:

Y:　　CHECKED

SCALE: SHEET

B

NO:

301771号  森本雅史

株式会社 森 本 建 築 事 務 所

§1 一般事項

使用材料は原則としてJIS規格品、JAS規格品、又は大臣認定品とする。1-1

3)杭径,設計耐力,本数表 4)土間コンクリート Fc 21 (ただし柱,壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする) 7-8 溶接手法及び管理構　造　特　記　仕　様　書 ２０２３年度版

選択項目は　　印を適用し、　　印が無い場合は　※　印を適用する。
　 印が複数有る場合は、共に適用する。

1-2 設計図書の優先順位は下記による。

1)本特記仕様書

2)設計図

3)標準図 鉄筋コンクリート構造配筋標準図 鉄骨工作標準図

鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図 高強度せん断補強筋施工仕様書

鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

4)仕様書 （　　公共建築協会　※日本建築家協会　）

5)日本建築学会標準仕様書 , JASS5 2018年 , JASS6 2018年

1-3 各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。

1-4 構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

第三者機関による検査・試験費用は工事費に（　※含む　　　含まない　）

1-5 設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。

1-6 梁貫通位置、径、及び箇所数は（　　意匠図　　　構造図　　※設備図　）による。

1-7 その他

§2 構造計算ルート

2-1

2-2 鉄筋の継手(定着については設計図若しくは標準図による)

構造計算ルート別による主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手の重ね長さ

建築基準法施行令第73条第2項による仕様規定※

日本建築学会 JASS5(2018),鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

日本建築学会 RC規準2018

XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、令第73条第2項の仕様規定によらずJASS5(2018),

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC規準2018とすることができる。

§3 仮設工事,土工事

3-1 山留め、根切り

方 向

X

Y

ルート1

ルート1

ルート2

ルート2 ルート3

ルート3

構造計算ルート

3-2 埋戻し土、盛土、残土処分

埋戻し土 根切り土の中の良土※ 搬入良土(埋戻し土は30cm毎に転圧締固めを行うこと)

盛土 根切り土の中の良土※ 搬入良土(盛土は30㎝毎に転圧締固めを行うこと)

残土処分

§4 地業工事

4-1 基礎及びスラブ下地業 (単位mm)

場内地均し 場外搬出処分(※ 自由　　指定場所 )※

土間コン
クリート

注1).アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。

場 所 捨てコンクリート厚さ
注1) A： 砕 石

割栗石B：
厚 さ

独立,布

ベ タ
基 礎

基 礎 梁

土間スラブ

屋内

屋外

※

※

※

※

※

50

50

50

50

50

50

60

60

60

60

60

60

100

100

100

100

100

※ A

※

※

※

※

※

A

A

A

A

A

B

B

B

B

B

B

※

※

※

※

※

60

60

60

60

60

60 ※

100

100

100

100

100

100

150

150

150

150

150

150

注2).端部aは100以上とする。

a

4-2 設計地耐力 長期 kN/m 短期 kN/m 終局 kN/m2 2 2100 200 300
地耐力載荷試験 行う (   　箇所,長期設計耐力の3倍を確認する) 行わない※

4-3 地盤改良

無筋コンクリート地業 締固め工法 ソイルセメント杭

セメント系固化材撹袢 圧密排水工法

載荷試験 一軸圧縮試験 行う (  　箇所) 行わない※[ ]

六価クロム溶出試験 行わない行う ※[ ]

4-4 既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭

1)杭種

PHC杭 A種 B種 C種

ST杭 A種 B種 C種

SC杭 t mm

PRC杭 Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 Ⅳ種

節杭 A種 B種 C種

鋼管杭

2)工法

打撃工法 油圧ハンマー ディーゼルハンマー

埋込み工法 プレボーリングセメントミルク注入工法

プレボーリング拡大根固め工法(認定工法)

杭周固定液 あり なし※

中掘拡大根固め工法(認定工法)

回転杭工法

あり なし※先行掘削

本数

4)杭の構成は設計図による。

杭径(拡底部)mm

(

(

(

( )

)

)

)

長期kN 短期kN 終局kN 備 考

5)杭頭補強

かご筋 スタッド溶接 杭外周溶接

4-5 場所打鉄筋コンクリート杭,場所打鋼管コンクリート杭

1)工法

アースドリル工法 拡底アースドリル工法

リバース工法 オールケーシング工法 ベノト工法( )

BH工法

2)杭径,設計耐力,本数表(拡底部は施工径を示す)

杭径(拡底部)mm 長期kN 短期kN 終局kN 本数管厚 mm 備 考

( )

( )

( )

( )

( )

3)杭先端深さ GL-    m 杭リストによる 杭伏図による

4)孔壁測定 ( 2 方向)

コンクリートの仕様は設計図による。特記のない場合JASS5水中コンクリートによる。

全数※ 行う 行わない)%(

5)使用材料

コンクリート Fc ( 普通ポルトランドセメント 高炉セメントB種 )

鉄筋 D 以下 D 以上 SD345SD295

とする。

D 以上 SD390

鋼管(リブ付) SKK400 SKK490

4-6 杭打地業共通事項

試験杭 行わない行う( 本)

2)載荷試験 行う ( 箇所,長期設計耐力の3倍を確認する) 行わない※

3)SL塗布 行う

§5 鉄筋工事

5-1 材種

※ 行わない

5-2 ガス圧接部の検査(第三者機関による)外観検査全数(引張り試験の場合、施工者自主検査でもよい)

種 類

SD295

SD345

SD390

SD490

溶接金網

高強度せん断

補強筋

685級

785級

1275級

D

D

D

D 16

19

29

径

以下

以上

以上

以上

P

K

U

継    手

※

※

重ね継手

重ね継手

ガス圧接

ガス圧接

重ね継手

フック加工

スパイラル

※ ガス圧接

溶接継手

※ 溶接継手

スパイラル

工場溶接

溶接継手

機械継手(

工場溶接

機械継手( 級)

級)

抜取り検査

引張り試験(JISZ3120)

1検査ロットにつき 3本※ 原則 柱・梁の径毎に3本

熱間押抜き試験超音波探傷試験(JISZ3062)

1検査ロットにつき 30箇所

○不合格となった圧接部は切り取って再圧接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。

　1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した圧接箇所の数量で200箇所以内

5-3 溶接、機械式継手の検査は各々の認定方法による他,日本継手協会仕様書(2017年)及び下記を参照する。

JIS Z 3063 (鉄筋コンクリート用異形棒鋼溶接部の超音波探傷試験方法及び判定基準)

JIS Z 3064 (鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音波測定試験方法及び判定基準)

5-4 梁貫通補強

補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。

5-5 その他

基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として ①一般 ②地反力を受ける

③上載荷重が大きい場合

梁の余長  の採用   大梁・小梁1 ※ D' (梁有効成) 端部上下筋15d　中央上下筋20d

　　　　　　　　   基礎梁 端部上下筋15d　中央上下筋20d※ 2min(D',L )

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

§6 コンクリート工事

6-1 レディーミクストコンクリート(JIS A5308-2019)

※1)セメント 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210 高炉ｾﾒﾝﾄB種

低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

2)粗骨材 砂利 ※ 砕石 高炉ｽﾗｸﾞ骨材 人工軽量骨材 再生骨材

※　最大径(mm) 20 25 40

3)設計基準強度　(N/mm2) (使用区分は設計図の軸組図に示す)

普通コンクリート

Fc18 Fc21 Fc24 Fc27 Fc30 Fc Fc

軽量コンクリート( ※ 1種 2種 気乾単位容積質量 ※ 18.5 )

LFc18 LFc21 LFc24 LFc27 LFc30 LFc

5)捨てコンクリート Fc 18

6)防水押さえコンクリート Fc (気乾単位容積質量 ※ 18.5 )LFc

7)かさ上げコンクリート Fc (気乾単位容積質量 ※ 18.5 )LFc

6-2 混和材 ※ 高性能AE減水剤AE減水剤 躯体防水材 膨張材

注1).混和剤は所定の品質を確保するためにプラントの特性に応じたもの使用する。

6-3

注2).スランプは特記なき限り施工者が決め監理者に報告する。

箇 所

スランプ

水セメント比

単位水量

単位セメント量

cm

%

kg/m3

kg/m3

基礎, 基礎梁

15以下

 60以下

185以下

270以上

一 般

18以下

 60以下

185以下

270以上

備 考

 60以下

185以下

270以上

6-4 試験(躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)

1)骨材 [ 塩分含有量 アルカリシリカ反応性 ] ※ 行う 行わない

2)フレッシュコンクリート ※ 行う 行わない[ スランプ ]空気量

3)躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験 ※ 行う 行わない

4)コンクリートコア抜き取り圧縮試験 ※行う 行わない

5)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析) ※行う 行わない

6)単位水量測定 行う 行わない

6-5 調合 (補正値は工事費に含む)

計画供用期間の級( )は耐久設計基準強度Fd

短期(18) 標準(24) 長期(30) 超長期(36)

調合管理強度 Fm=Max(Fc,Fd)+S S＝3～6

材齢28日の調合強度Fは下記の両式を満足するものとする。

F≧Fm+1.73σ F≧0.85Fm+3σ

6-6 せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)

等級3等級2劣化等級住宅性能表示6-7

注)かつ、施工中の荷重及び外力について、構造計算により安全が確認されるまで。

劣化等級2又は3を指定する場合は、鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)2-7かぶり厚さ

が変わる為、かぶりを訂正又は、設計図に明示する

材種及び使用箇所7-1

鉄骨工事§7

Fc36を超える場合は高強度コンクリートとし、仕様は別記特記仕様書（JASS5等）による6-8

小梁内通 し
他ダイアダイア

高力ボルト7-2

7-3 普通ボルト,アンカーボルト

1)材質 SD490( M 以上)

ABR400 ABR490 ABM400 ABM490(ABMはM24以上)

2)大臣認定柱脚(メーカー仕様による) 使用する 使用しない

7-4 頭付きスタッド

7-5 溶接材料

1)アーク溶接に使用する溶接棒,ワイヤ及びフラックスは母材の種類,寸法,及び溶接条件に相応

　したものを選定する。

2)ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

7-6 スカラップ形状 ノンスカラップ工法 スカラップ工法※

7-7 継手

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下 梁  下

28 日

17 日

25 日

28 日

注)0.85Fcまたは12N/mm2 注)設計基準強度

3 日

5 日

8 日

5N/mm2

15 ℃以上

5 ℃以上

0 ℃以上

圧縮試験による場合

による場合

の材齢

コンクリート

規 格 名 称 鋼 材 名 柱 ﾌﾞﾚｰｽ大梁

一般構造用圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

建築構造用圧延鋼材

一般構造用角形鋼管

冷間成形角形鋼管

熱間成形角形鋼管

一般構造用炭素鋼管

一般構造用軽量形鋼

建築構造用圧延棒鋼

SS400

SM400A

SN400A

SN400B

SN400C

STKR400

BCR295

BCP235

SHC400B

SHC490B

STK400

STKN400

SSC400

SNR400

SM490A

SN490B

SN490C

STKR490

BCP325

SHC400C

SHC490C

STK490

STKN490

高 力 ボ ル ト の 種 類

トルシア形高力ボルト

JIS形高力ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト F8T

F10T

※ S10T 全般

トルシア形が使用できない部分

母材が亜鉛メッキされている部分

使 用 箇 所

超高力ボルト S14T 屋内環境

径

16 φ

19 φ

22 φ

80

80

100

100

100

120 150

120

120

長　さ(mm)

150

150

使 用 箇 所

フランジ

ウェブ

高力ボルト

高力ボルト

柱

現場溶接

現場溶接

※

※

高力ボルト

高力ボルト

梁

現場溶接

現場溶接

1) 使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、

専任の溶接施工管理技術者により管理を行うこと。

2) 完全溶け込み溶接はAW検定の有資格者が行うとする指定を 行う 行わない

3) 本工事で代替タブを使用する場合は、代替タブ溶接技能者技量検定付加試験を 行う 行わない

但し、代替タブのAW検定有資格者は技量検定付加試験を免除する。

7-9 デッキプレート　(単位　mm)

1) 床用 高さ 板厚50 t=1.2

2) 合成スラブ用 高さ 板厚

3) 型枠用 高さ 板厚 形版 タイプ

4) 防錆処理 プライマー 亜鉛メッキ Z12 Z27

7-10 塗装(工場塗 2回  ※  1回、現場タッチアップ程度とする)

1) 素地調整 ケレン ブラスト※

2) 下塗り用塗料

種  別

3) 溶融亜鉛メッキ 行う 行わない

適用

屋外 室内

※ 鉛、クロムフリ-錆び止め

水系さび止めペイント

変性エポキシ樹脂プライマー

有機ジンクリッチプライマー

構造物用さび止めペイント

塗 料

JISK5674

JASS18   M-109

JISK5552

JISK5551

JASS18   M-111

※ 1種

1種

※ 2種

2種

2種

A種

30μm

30μm

40μm

15μm

30μm

標準膜厚

4) 常温亜鉛メッキ 行う 行わない

5) 高耐食メッキ鋼板(t3.2mm以下) 用いる 用いない

7-11 溶接部の検査(受入検査) 行う 行わない※

1)受入検査を行う第三者検査機関は、建築主、設計者、工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。

2)第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の認定を取得

　した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。

3)受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とし、社内検査完了後に行う。

4)外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会「JASS6

　鉄骨工事 2018 付則6. 鉄骨精度検査基準」の限界許容差による。

5)超音波探傷検査は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」2018により、合否判定は

　7.2.1疲労を考慮しない溶接部のうち、引張応力が作用する溶接部の項を適用する。

6)溶接箇所数の数え方は「JASS6 鉄骨工事 2018」表10.1溶接箇所数の数え方による。

7)受入検査の抜取り方法及び抜取り率は以下による。

a)工場溶接の場合

ⅰ.検査ロットは各節、各工区毎に溶接箇所300箇所以内で構成する。

ⅱ.抜取り数は各ロット毎に30箇所をランダムにサンプリングする。

ⅲ.大きさ30個のサンプル中の不適合個数が1個以下のときはロットを合格とし、4個以上のときは

 　ロットを不合格とする。ただし、サンプル中の不適合数が1個を超え4個未満のときは、同じロット

 　からさらに30個のサンプルを抜取検査する。総計60個のサンプルについての不適合個数の合計が

 　4個以下のときはロットを合格とし、5個以上のときはロットを不合格とする。

b)現場溶接の場合

ⅰ.全数検査とする。

8)検査により不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。

9)ずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人 建築研究所監修「突き合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

　・補強マニュアル」による。

7-12 鉄骨製作工場 下記〇印のグレード認定工場の内、納期・製作能力・鉄骨数量を勘案して

工場選択のこと

§8 コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事

8-1 コンクリートブロック

国土交通省大臣認定(グレード)

S H M R J

1)種類 A種 B種 C種

2)厚さ mm 100 120 150 190

8-2 ALC　パネル

1)使用箇所 床 屋根 外壁 内壁

2)厚さ mm 75(80) 100 120(125) 150 175

3)外壁取り付け構法

8-3 押出成形セメント板

外壁取付構法及び厚さ mm

8-4 PCa板

1)床及び屋根 床 屋根

PCa板単独 厚さ mm

合成板

2)外壁 厚さ  mm

方 向

縦

横

構 法

ロッキング構法

アンカー構法

使 用 箇 所 備 考

方 向

縦

横

構 法

ロッキング構法

スライド構法

使 用 箇 所 備 考

PCa板厚さ mm 現場打厚さ mm 合計厚さ mm 備 考

(販売元)一般社団法人日本建築構造設計事務所協会連合会 http://fasa-net.jp (発行元)一般社団法人関西建築構造設計事務所協会 TEL(06)6763-8205 FAX(06)6763-8206 http://www.kse-web.com/ (不許複製)2023年2月1日作成

OR

SS400

構造特記仕様書

先端羽根付き回転貫入鋼管杭工法(認定工法)

216.3 550 350 700 -

一級建築士登録   第143364号
構造設計一級建築士 第4688号 堀口 茂義
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ｂ　溶接閉鎖型帯筋＠60～75（有効間隔50程度）
ａ　スパイラル帯筋＠60～75（有効間隔50程度）

補強する柱は設計図による。(柱頭、柱脚柱成の範囲を補強する。)

○　定着形状を下記以外とする場合は設計図書による。

a /a ≦1/6
最 上 階

一 般 階

外柱の下端筋は上向きの方が望ましい。

○梁主筋は原則として通し筋とするが、拘束筋

　　をあばら筋と同径同ピッチで落とし込む。

○　　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。(告示平12第1463号

　　　使用基準参照）溶接継手の場合でも柱面より500以上はなすこと。

設計図を優先する。

※　余長　　は構造特記仕様書5-5項によるが、設計図に記載があれば、

梁成が異なる場合

ｅ／Ｄ≦1／6 ｅ／Ｄ＞1／6

※

2

※ねじれ応力を受ける腹筋
○溶接継手は帯筋の項を参照のこと。

○135°フックは180°フックでも可とする。

　以下に割り付ける。

　合に限る。
② ③ ⑤ ⑥ ⑨ は同時打込みのスラブ付の場

○⑨ ⑩ は梁成の大きい場合。

○① はピッチ2ｐで交互配置とする。

　　は定着長さＬ とする。

○第一あばら筋は柱面に入れその間を設計ピッチ

⑩は、溶接継手または重ね継手のどちらかとする。

※柱面より梁成の範囲は、180°フック又は135°フックが望ましい。

○あばら筋の加工は下図①又は⑧による。

中子筋要領図

3/4D以上かつLa

溶接

3/4D以上かつLa
3/4D以上かつLa

柱・梁主筋

基礎主筋

あばら筋

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋

スラブ筋

帯　　筋

壁　　筋

フック付き Ｌ2ｈ,Laフック付き Ｌ1ｈ

上段 直線 Ｌ2

下段下段

上段 直線 Ｌ1

Ｌ3,Ｌ3ｈﾌｯｸ付き　Lｂ

(-)は適用外

La,Lb

余長

La,Lb採用時全長L2

(8d以上)

(6d以上)
余長

(4d以上)
余長

L2hL2hL2hL2

※

※Ｄは最外径を示す

ａ≧400

500以上※

ｈo／4

ｈo／4

※最下階柱脚は柱成D以上。

30(20) 30(20)

30(20) 40(30)

40(30)40(30)

40(30) 50(40)

50(40) 50(40)

50 (40)

70 (60)

※1 ※1 ※1 ※1

※2 ※2

※2 ※2

柱頭に機械式定着を採用する場合

技術評価で認められた条件を

満足すること。

ho/2+D'以上

ho/2+D'以上

(水平長さ)バーサポートも可

○補助筋はＤ10をピッチ

　600以内に割り付ける。

基礎梁 ※2

設
計
ピ
ッ
チ
以
下

※1

135゜フック

6d以
上

6d以
上

副帯筋(180°フックも可)

6d
以
上

6d
以
上

割りフープでも可
パネルゾーン部分は

○帯筋の加工は下図による。

　その間を設計ピッチ以下に割り付ける。

巾止筋 ニ段配筋の場合

スパイラル筋末端部（定着部）

　但し、Ｄ16以下

　5ｄ以上
　両面溶接の場合
　10ｄ以上

溶接の場合

50ｄ以上

スパイラル筋中間部（重ね継手）

50ｄ以上 図ａ 135°フック 図ｂ 90°フック

○巾止筋を設ける場合は、

　設計者の指示による。

＊150を超える場合は設計図による。

　：片面溶接の場合

150以下

○第一帯筋（Ｄ13以上使用の事）は梁上端筋直上に入れ、

(L2h)はＲＣ規準2010　17条によってもよい。又は右図による。 

中　柱

D   /4   /4 D

  /4

 

L 1

  /4o o

o o

o

ＬＣ

L1

D’は梁有効性

baa

1以上

o  /4

L2

二段筋

ＣＬ

 

a
1

2

 

つり筋2-Ｄ13(束ね筋)以上とする。

1

 

a

L2 L2

2D

  /4o

1 2a /a ＞1/6

2

1

a

 a

L1 L1

D 拘束筋

以上1

1

以上1

2巻き

D

 

D

 

L 2

(水平に定着してもよい)

e e

30

第一あばら筋

腹筋

p〃〃〃〃〃p

設計ピッチ以下

6d
以
上

⑧

6d以
上

6d以
上

b/3かつ170以上

b

⑦⑥ ⑩

6d
以
上

⑨

6d以
上

6d
以
上

① ⑤

6d以
上

④③

6d
以
上※

8
d
以

上

※8d以上

※8d以上

柱梁

１．あばら筋及び帯筋　　　２．煙突の鉄筋

３．柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部分の鉄筋（下図参照）

○下記の１．～７．に示す鉄筋の末端部にはフックをつける。

５．溶接継手及び機械式継手の場合はメーカー仕様による。

４．Ｄ35以上の鉄筋は原則として重ね継手は用いない。

L1h 

1.5L1h以上

　かつｂ＋40

間隔：ａ≧400

ａ

ｂ
カップラー1.4ｄ以上0.2ｄ以下

間隔：ａ≧400

ａ

ガス圧接

1.1ｄ以上

ｄｅ

２．機械式継手

３．構造特記仕様書2-2で令第73条を選択した場合、主筋又は耐力壁の鉄筋の

　　５０ｄ）とする。

　　場合、主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手重ね長さは設計図によるが、
　　参考値として左下表ＪＡＳＳ５（２０１８）にＬ1 Ｌ2を示す。

ガス圧接継手・溶接継手・機械式継手に関する事項は、標準仕様書および
施工要領ならびに鉄筋継手工事特記仕様書(2019年版）共に

１．ガス圧接、溶接継手

L1h 

　　（ガス圧接、溶接、機械式継手等による）

４．構造特記仕様書２－２でＪＡＳＳ５（２０１８），ＲＣ規準２０１８とした

１.使用材料、工法等は構造特記仕様書による。

２．設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

　　また本標準図に明記なき場合は構造特記仕様書１－２－４に指定した共通

　　仕様書及び日本建築学会「ＪＡＳＳ５（２０１８）」及び「鉄筋コンクリ

３．本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた数値とする。

４．本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。

鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。

少ない

多い

〇フックのない場合

〇フックのある場合

〇本数に差がある場合

〇機械式継手表示

〇ガス圧接、溶接継手表示

§１ 一般事項

§２ 共通事項

§４ 梁

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）２０２３年度版

1 - 2

そ の 他

4 - 1

主筋の継手

1 - 1

基 本 事 項

　　－ト造配筋指針・同解説(2021)」による。

2 - 1

鉄 筋 の

表 示 記 号

2 - 4

継 手 一 般

2 - 5

鉄筋のフック

3 - 2

主 筋 の 定 着

3 - 5

柱の

コンファインド

補強

外　柱

4 - 2

主筋の定着

及び余長

4 - 3

あ ば ら 筋

副あばら筋

呼び径ｄ

最外径Ｄ

記 号

Ｄ10 Ｄ13 Ｄ16 Ｄ19 Ｄ22 Ｄ29Ｄ25 Ｄ32 Ｄ35 Ｄ38 Ｄ41

11 14 18 22 26 29 33 37 40 43 47

　　継手重ね長さは左下表　　かつ４０ｄ（軽量コンクリートを使用する場合L1

公益社団法人日本鉄筋継手協会編に準拠。

３．重ね継手　（壁、スラブ筋を除く。）

約0.5L1h 約0.5L1

L1

D D'

以上1

全長L2

上階柱面から

上端筋は

全長L2

キャップタイ

キャップタイ

 
 

 10ｄ2d

2d

 

L1h

※
8
d
以

上

6d
以
上

②

※
8
d
以

上 6d
以
上

6d以
上

柱・梁・基礎の主筋、及び、その他の鉄筋の折曲げ形状・寸法

鉄筋の 鉄筋の折

Ｄ 

 Ｄ

135°

180°

　

 

 余長
6ｄ以上

　

4ｄ以上
 余長

 

　 d

d

3ｄ以上

4ｄ以上

D16以下

D41以下

る区分 直径(Ｄ)
径によ 曲げ内法

鉄筋の使
用箇所に
よる呼称角度

折曲げ
図

5ｄ以上

5ｄ以上

6ｄ以上

D19～D41

D29～D41

D25以下

鉄筋の
種類

SD295

SD345

SD390

SD490

150以上
かつ

L3=10d
の場合

長さ

重ね継手の

一　般 小梁・床スラブ

定着の長さ

上端筋 下端筋

一般定着の直線L2またはフック付のL2h,La,Lbの図

(SD490は90°のみ)

 Ｄ

 

　

8ｄ以上
 余長

d

 90°

2 - 2

鉄 筋 の

折 り 曲 げ

に準拠

「JASS5
(2018)」

2 - 3

鉄筋の定着及

び重ね継手の

長さ

18

21

24～ 27

30～ 36

39～ 45

48～ 60

21

24～ 27

30～ 36

39～ 45

48～ 60

45d(50d)

35d

40d(45d)

30d

35d(40d)

25d(30d)

35d

25d

30d(35d)

20d(25d)

30d

20d

50d(-)

35d(-)

45d(55d)

35d(45d)

40d(50d)

30d(35d)

40d(45d)

30d(35d)

35d(40d)

25d(30d)

40d

30d , 20d

35d

25d , 15(20)d

30d(35d)

30d

20d , 15d

25d(30d)

15d(20d),15d

25d

15d , 15d

40d(-)

30d(-),20d(-)

40d(45d)

35d(40d)

35d(40d)

30d(35d)

(SD490)
SD390

SD345
()はSD345

SD295

を示す

種類

鉄筋の

準強度

（Ｎ/ｍ㎡）

トの設計基

コンクリー

(20ｄ)
15ｄ

15ｄ

( - )
20ｄ

( - )
15ｄ

L3=20d

L3h=10d

床スラブ

SD490
は適用外

20d(25d),15d(20d)

30d(35d),20d(25d)

25d(30d),20d(25d)

25d(30d),15d(20d)

20d(25d),15d(20d)

1.重ね継手の長さは鉄筋の折曲げ起点間の距離、又、フック付きのL2hは

2.軽量コンクリートを使用する場合は、２－３の数値に５ｄを加算する。

　仕口面から鉄筋の折曲げ起点までとし、末端のフックは定着長さに含まない。

135°ﾌｯｸ付き定着 180°ﾌｯｸ付き定着90°ﾌｯｸ付き定着直線定着

○鉄筋径が異なる場合は大きい方による。

　　　粗骨材の最大寸法の1.25倍以上

　　　呼び名の数値ｄの1.5倍以上

ＤａＤ

かつ25以上

４．片持ちスラブの上端筋の先端

５．最上階及びこれに準ずる箇所の柱頭の四隅の鉄筋

６．杭基礎の基礎筋（偏心基礎及び杭２本打以上の場合）

７．鉄骨柱の脚部の基礎柱、又は根巻コンクリートの四隅の鉄筋

○鉄筋のあきａは原則として下記による。

○二段筋のあきは1.5ｄ且つ粗骨材最大値の1.25倍以上とする。

2 - 6

鉄 筋 の あ き

上図の　　印の鉄筋の末端にはフックが必要。●

１．（　）内の数値は最小かぶり厚さを示す。

    できる。
３．※１　品質・施工法に応じ、工事監理者の承認で１０減の値とすることが

４．※２　軽量コンクリートの場合は、これに１０加算する。

２．仕上げあり　とは、鉄筋の耐久性上有効な仕上げのある場合とする。
 

 

 

D

L1h

※

D

○　　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。

ｈo／4

ｈo／4

約0.5L１h

ガス圧接、溶接、機械式継手

設計者判断により、認定を取得した工法ではa=0とできる。

鉄筋に対するコンクリートの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ

部　　　位
かぶり厚さ

仕上げあり 仕上げなし

屋　　内

屋　　外

屋　　内

屋　　外
梁
柱

耐 力 壁

床 ス ラ ブ
屋根スラブ

非 耐 力 壁

擁　　　　　　　壁

基　　礎・擁　　壁

柱・梁・床スラブ・壁
布基礎の立上り

土に接し

ない部分

土に接す

る部分

§３ 柱

2 - 7

か ぶ り 厚 さ

3 - 1

主 筋 の 継 手

５．柱・梁の主筋の最小かぶり厚さは表の数値以上かつ主筋径の1.5倍以上とする。

重ね継手

　ho 　ho

2

2

 
  

 

 
 

L

L

(L2h)

DX

※　余長D’は柱有効成(DX' DY'の大きい方)とし、

　　構造計算によって確認すれば、それによってもよい。

柱頭の配筋

柱断面

400以上

DX'

DY
DY'

DX

拘束帯筋

L2

0.5D以上

L2かつ
1.5D以上 D

二重帯筋

L2

150以上

　ho

400以上

ho

4d
以
上

　1.末端は1.5巻き以上の添巻きをし、図ａのフックをつける。

　2.重ね継手は重ね長さ50ｄ以上とし、図ａ又は図ｂのフックをつける。

　※2.基礎梁部分は、同径で　　形＠150以下とする。

　※1.設計ピッチの1.5倍以下とする。　　形以上の場合は同径同材質で

○パネルゾーンの帯筋は設計図によるが、明記なき場合は下記による。ただ

　し、帯筋量（ｐｗ）は0.2％以上とする。

　　　　 形＠100以下とする。

第一帯筋

直交梁

第一帯筋

 
 

 
 

 
 
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
　
　
　
　
　
 

 
 

 

p
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
p

柱径が異なる場合

交互配筋

4d以上 4d以上

二段配筋
形成筋

添巻き

1.5巻以上の

d図ａ 図ａ

d

ｄ

図ａ
図ｂ

図ｂ d

図ａ

d

図ｂ

図ｂ

交互配筋

1d 1d 1d

3 - 4

補　助　筋

3 - 3

帯 　 　 　 筋

副 帯 筋

ｅ

　

400以上 L1

L2hD'

ｅ／D'＞1／6

2巻き ｅ

　D'

ｅ／D'≦1／6

9d以
上6d以

上

D=3d

D=3d

15d以上
12d以上

○スパイラル筋の末端処理及び継手は下記のとおりとする。
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2．認定品を使用しない場合は下図によるが、補強筋は設計図による。

1．補強筋は原則として工場製品（認定品）を使用する。

11

よる方法

溶接金網に
鉄筋による方法

○斜筋は内側に配置する。壁筋を切断しない場合は補強を要しない。

　500以上はなすこと。

b

4d以上

巾止筋

腹筋

受筋

4
d
以

上

D

○　　　印内に継手中心部を設けること。ただし溶接継手の場合は梁面より

(増築側の鉄筋は水平定着でもよい。)

○　　　 は、はつり部分を示す。

○増築時の継手は、原則として柱・梁の主筋は溶接継手とする。

定着は20d(L2) (　)は、主要な耐力壁等が取付く場合で設計図

○　　　は、打増し部分を示す。　　 と配筋してもよい。

○補強筋

　50＜ｔ≦100 Ｄ13＠300

 200＜ｔ≦300 Ｄ16＠200

         　による。

○補強部　　　　の厚さは梁巾とする。

ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強

(　 形でも可)

ｔ

スラブ階段

o o

o

o

片持階段

　されている場合は不要。

※

※壁配筋が片持荷重を受ける配筋と

つり筋

4d以
上

1

壁スラブ

100＜ｔ≦200 Ｄ16＠300

t≦ 50 補強なし

t＞300 設計図による
原則として、構造図に記載された個所以外に打増ししてならない。

先端 元端

oo

通し筋としてもよい。

水平定着でもよい。

(有効せい)

ｄo 25d又はL3h

L
2

B

※
(
L
2
)

D'
D

以上 以上

8d   以上   以上※
(
L
3
)

L
3

※8bかつB/2以上
※水平投影長さ8d確保できない場合
　余長部で　　、　　とする。L2 L3

(Lは必要付着長さ)

　柱面(基礎小梁の場合は梁面)より500以上はなすこと。Lbとれない場合

４－５a定着によってよい。

※　地反力を受ける梁は構造特記仕様書５－５項および設計図に示す。

　　余長　は設計図に記載があれば、設計図を優先する。1

②　地反力を受ける場合

①　地反力を受けない場合は（4-5）による。

Ｌ3h

連続端（内端）

※設計者の判断による。

0

①　一般(独立基礎、杭打独立基礎)
o

o 3/4以上かつLa

1

o o 3/4以上かつLa

3/4以上かつLa

1

11

3/4以上かつLa

全長L2

全長L2

全長L2

1

②　地反力(又は杭反力)を受ける場合

1

③　上載荷重が大きい場合は②の主筋継手位置を上下逆にする。

不連続端(外端)

○梁貫通孔は梁成の1/3以下とする。

○孔が複数の場合は中心間隔を径（φ）の

　3倍以上とする。

　また位置は原則として柱面から梁成D以上

　はなし、梁成の中央Ｄ/2の範囲内とする。

○φが100㎜未満、かつD/10以下の場合は

かぶり厚さを確保してあばら筋を追加する。

○※縦筋はあばら筋加工とする。

補強を省略することができるが、孔際の両側に

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｃ

ｘ
ｘ

ｘ

ｙ

ｘｘ

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

肩筋D13以上 肩筋D13以上

※4-5a)定着に同じ
ｘ≦15d以上

15d以上
LbかつB/2以上

ｙ

継手位置は原則として下表によるが、右図でもよい。
( )は / xy ≧4の長辺方向

Ａ　　　Ｂ　　　　

Ａ （Ｂ)Ｃ　　　Ｄ

※

6φ＠100
縦横共

溶接金網による方法

鉄筋による方法

注）スラブ筋を切断しない場合は補強を要しない。

補強範囲

かつスラブ厚以上

　　Ａ≦0.3㎡

Ａ：開口面積

かつ　≦0.6ｍ かつ　≦1.0ｍ

0.3㎡＜Ａ≦1.0㎡ 大梁又は小梁に

L2定着

4
dL2

片持ちスラブ隅角部補強は設計図による。

25d以上又はL3h

受筋D13

LbかつB/2以上 水平定着とする場合は設計図による。

先端に荷重がある場合

②

さし筋は、縦筋と同径
同ピッチとする。

① ③

土圧を
受ける壁

以上

梁の上面
までのばす

○開口補強筋はリストによる

スリット幅 W1≧25かつスリット長さの1／100

W2≧15

1 2a /a ≦1/6

※4-5a)上端筋定着に同じ

※LbかつB/2以上 肩筋 主筋の径以上

L3h又は20ｄ

B

▽Ｇ.Ｌ

ａ

▽Ｇ.Ｌ

ａ　隅角部

D以上

 縦筋※

L1

L1

L1

D
φ

 

横筋

斜筋

あばら筋と同径、同数で＠100以下とする。

継手L継手L交差部

D13 2－D13 4－D13

定
着
L
2

※

斜筋の代わりに溶接金網6φ＠100とする。

60
0

300

300300

600

6
0
0

開口部

L2

2L

2

2L

2L
2

L2

L 2
L
2

L2

L
2

○※斜筋を縦・横補強筋でおきかえる場合は設計図よる。

○土圧を受ける壁の外側鉄筋の定着は③図による。

壁の配筋は設計図書による。

○ダブル配筋では巾止筋を縦横共D10@1000以内を標準とする。

○定着長さはL2、及び継手長さはL1とする。

　※ただし耐震壁で帯筋、あばら筋の内側に定着できない場合は、 =8dかつ

　150以上 45°～90°折り曲げ、定着長さはL2かつD/2以上とする。

L

小 梁ａ）

継 手

不連続端（外端）

 

  /4  /4

  /6o

o o

o

o  /4 ＬＣ

1

1L

補助筋

t

梁

腹筋に準ずる

補強筋t

柱

補強筋t

20d(L2) 20d(L2)

2
0
d
(
L
2
)　－D10＠200(共通)

又は、帯筋
あばら筋相当

500以上

 

 t 2t

D13

D10

L2 D10＠200　　=400

150以上

L
2

L2 

L2

D13＠300ダブル

D16＠200以上

D13＠300ダブル

L 2

L2

D13

D10＠200

L2

L
2

D10＠200

D13＠300

15
d以

上 t

20
d以

上L2

L1

L1

L3

イナズマ筋D10＠200

D10

D13

  /4  /2  /4

 

主筋Ｄ13

3
0
d
以

上

3
0
d以

上
5
0
d
以

上

D10＠200

D10

補強筋D13以上(ダブル)
受筋D13

t≧180

L2

下端筋定着

イナズマ筋

5
0
d
以

上

8d以上

20d以上

腹 　 筋

巾 止 筋

つ り 筋
受 　 筋

D10 @1000以内で割り付ける。

D10 @1000以内で割り付ける。

      D＜ 600 　不要

 600≦D＜ 900 　2-D10(1段)

 900≦D＜1200　 4-D10(2段)

1200≦D　　　   D10＠300以内

そ の 他§８
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4 - 4

補  助  筋

4 - 5

小 梁 及 び
片 持 梁

8 - 1

階 段

4 - 7

梁の貫通補強

7 - 4

基礎と基礎梁

補 強 筋

6 - 3

6 - 2

壁 配 筋

8 - 2

土間コンクリ

ート

8 - 3

打 増 し 補 強

8 - 4

増 築 予 定

連続端（内端）

(通し配筋の場合は不要)

○継手位置はどの部分でもよいが、土圧を受ける壁は5-2項の土圧面側を上端

　筋側に読み替える。

500以上

通し配筋可

L +50

500以上

梁

500以上 50

柱

50
0
以

上
5
0

L1+50

すべて定着する。
梁主筋は原則として

L

 

2

ｂ）

 

2   /3＋15do

片 持 梁
定    着

継    手
100以内

定 着

  /6   /4

ＣＬ

o

o o

 o

  /4

不連続端（外端）

1 1

1 1

連続端（内端）

：構造特記仕様書 5-5項　余長参照1斜め可
斜め可
下向き可

先端小梁のない場合

かつL

 

4 - 6

基 礎 梁 及 び

基 礎 小 梁

ｂ）

L1

0   /40

ＬＣ

  /6

1 1

11

Ｌ2

0 

  /40

基礎小梁

び定着
の継手及

  /4  /4

 

ＬＣ

ＣＬ

  /4  /4

 

1L

o

L1

D´D

※
L
2

Lb

ａ）基礎梁の

継手及び

定着

L1

L3

 

 

 
 
/
4

 
 /
4

 

  /4  /4

t

B

L2

折り曲げる
外周部は8d以上

標 準 継 手 位 置

上 端 筋

下 端 筋

短 辺 方 向

長 辺 方 向

短辺・長辺方向

Ｂ　　　Ｄ　　　　

スラブ§５

5 - 1

鉄筋の折り曲

げ 及 び 定 着

5 - 2

継 手

段違床

(ダブル)

庇

9
0
0

900

D10＠200

1000
L2200

各D13L1

S＞tの場合は
設計図による。

S

t

屋根屋上スラブ隅角補強
セットバックを含む

1500

1
5
00

 

22 L L

4－Ｄ13

4-Ｄ13

L
2

L2

L
2

L2
6－D13

6－D13

L 2
L
2

ＲＣ壁・ＣＢ壁が床にのる場合

大梁 小梁

D13

D13

開口補強

スラブ筋と同径で1/2ピッチ以下(≒@100)
程度となる様に上端にひび割れ補強筋をいれる

壁§６

5 - 3

片 持 ち
ス ラ ブ

6 - 1

定着及び継手

5 - 4

補 強 筋

Ｌ2

45゜

 梁

 

 
 

D

L1＋50

※L2

縦筋

横筋

L2
柱梁

柱梁

 

※L2

 

 

L2

L2

D13 2－D13 2－D13 4－D13

スリット

150以上 

耐震壁の場合は

 120以下 

端部

完全スリットの場合

 t

150

　－D10同ピッチ
200

スリット

250

ス
リ
ッ

ト
材

w
2

Ｄ10＠400程度

Ｄ10＠400程度

スリット材

(耐震壁の場合)

(設計者指示にて省略可)

フックを付ける

(柱)
t (梁)

250

25
0

2
5
0

w1

0

 

15d以上

  /4

2

 

a 20d以上

Ｌ
2

t

a1

7 - 1

独 立 基 礎 10以上打増し ただしかぶり厚さ50（軽量

コンクリートの場合60）の

場合は不要

7 - 2

杭 基 礎

10以上打増し

ハカマ筋

ＣＬ

1
00

D

90ﾟフックも可

4d以上15d

2
0
d
以

上

D スタッド溶接

補強筋

L 2

既成コンクリート杭

○1本杭で偏心していない場合は、立上り筋不要

2
0d

1
0
0

○杭頭を切断した場合の補強は、設計図による。

○杭頭補強筋は設計図による。

基 礎§７

7 - 3

べた基礎継手

及 び 定 着

継手位置は5-2項の上端筋、下端筋を逆に読みかえる。

○下端筋は水平定着でも可。上端筋には継手を設けてはならない。

○　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。ただし溶接継手の場合は
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軽量形鋼等溶接 W9

D
D/2

D/2D/2 D/2D/2

丸鋼等溶接 W8

t≧3のときS=t
t＜3のときS=3

ｔ

ボルト本数表示
(ウェブ)(ウェブ)

D

D

D
t SS

分割形裏当て金

60°

S/2S/2余盛　0≦Δα≦0.4S　かつ△α≦4

クレーンガーターの場合は、全て2.5倍以上の勾配をとる。

　両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。

　エンドタブを切断する場合溶接終了後母材より5～10㎜

　はなして切断する。代替タブを採用する場合は溶接技量

　付加試験に合格した溶接工によること。

　エンドタブ、裏当て金の組立て溶接は右図による。

通し形裏当て金

隅肉溶接S=4～6㎜

　エンドタブの長さ　は25mm以上とする。

5～10㎜ 5～10㎜

a) スカラップ工法

b) ノンスカラップ工法

1パス長さ=40～60㎜程度とする

ＭＣ・・・はアーク手溶接　ＧＣ・・・はガスシールドアーク溶接・セルフシールドアーク溶接の記号を示す。

45° 45°

　＊Ｂ＝300は千鳥打ちとする。

(　)内はボルトが応力方向に3本以上並ばない場合を示す。

組立Ｈ型鋼

チェッカープレート

フラットバー

ガゼットプレート

リブプレート

ターンバックル

溶接記号（§4参照）

アンカーボルト

ベースプレート

ダイアフラム

フランジプレート

高力ボルト

スプライスプレート

ウェブプレート

＊＊印の欄のg及び最大軸径の値は強度上支障がないとき

　　最小縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。

ＲＰＬ

ep

ee10

４Ｐ　Ｌ－

e

1 - 1

基 本 事 項

4 - 4

フレア溶接

Ｗ1

Ａ 1タ イ プ Ａ 2タ イ プ Ａ 3タ イ プ

10 g e13 4

Ｗ1

Ｂ 1タ イ プ Ｂ 2タ イ プ

2. 継手プレート及び高力ボルトはリストによる。

 15 - 1
  1 1e pp e継手リ スト

10 pppp e ppp ee
10 10

2 2g1 1 g1 1a g a g 11

2 gag

2
g

フランジ巾　250以下 フランジ巾　300 フランジ巾　350,400

e e B e pe

10 10

2
1

t

2
t 22 et

A

11t 
a2

e

t1
 a1  2 2

高
力
ボ
ル
ト
径

フ ラ ン ジ ウ ェ ブ
材 種 主 材

ボルト ボルト外 側 添 板 内 側 添 板 添 板

総 総　Ｈ－Ａ×Ｂ×ｔ ×ｔ 
本 数 本数ＢＨ－Ａ×Ｂ×ｔ ×ｔ 

　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　

1 1 2

4 - 5

そ の 他

5 - 2

小 梁 仕 口

ピ ン 接 合

剛 接 合

Ａタイプ

Ｂタイプ

p
e 

e

10

Ｗ1Ｗ1

p
p
〃
〃
〃

e

a

e
p

p
〃
〃
〃3

t21×a1×　 t22×a2×　 t11×a3×　
２Ｐ　Ｌ－２Ｐ　Ｌ－

ee10 ee e e

1. ＧＰＬ、ＲＰＬは材種、版厚とも小梁のＷＰLと同等以上とする。

鉄 骨 工 作 標 準 図

a
3

2. a3は原則として梁成の2/3以上確保すること。

p
e

e 
p
e

e 

1. フランジＰＬ面もしくはウェブＰＬ面で、段差1㎜を超える場合は、フィラーPLを入れて調整すること。

(１ ） 　 ２ ０ ２ ３ 年 度 版

加工工程中及び現場建方後においてもアークストライク、ショートビードをしてはならない。

4)　本標準図に示す単位は特記なき限りすべて㎜とする。

　　構造特記仕様書１－２－４，５に指定した共通仕様書および標準仕様書による。

1)　使用材料、工法は構造特記仕様書による。

2)  設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。また、本標準図に明記なき場合は、

3)　製作精度等に関しては、ＪＡＳＳ６の付則６「鉄骨精度検査基準」による。

ピ
ッ
チ

1

1

2

2

2Ｗ ,Ｗ or Ｗ 

ＧＰＬ ＧＰＬ ＧＰＬ

2ＰＬ

ＲＰＬ

ＧＰＬ

16　＜　t　≦　40t　≦　164 - 1

隅 肉 溶 接

Ｗ　1

 S

G=0

t

S ＝設計サイズ

S'＝実際サイズ

t

記号Ｗ1 記号Ｗ1

Ｗ　1

12

1614

10

12

9

9

7

6以下

t

t

S

19 22 25 28 32 36 40

191311 15 17 2421

かつΔS≦5

ΔS＝S'-S

S

脚長(S) 0　≦ΔS≦0.5S

　余盛Δα

断続隅肉溶接の長さL

S SL L≧10Sかつ40以上

2.5以上
a＞10a≦10  1

4 - 2

完 全溶込み

溶 接

(突合せ溶接)

1）板厚の異なる場合(通しダイアフラムは除く)

2）エンドタブ

3）開先加工（下図は参考とする。）

γ γ2 2γ γ1 1
　なお複合円は滑らかに仕上げること。

○スカラップの円弧の曲線は、フランジに滑らかに接する

　ように加工する。γ1は35程度、γ2は10以上とする。

機械加工＋ガス切りタイプ

－2.5度

＋∞35ﾟ

4）開先形状

寸　　　　法
記 号 形 状 適用板厚 ガスシールド及びセルフ

アーク手溶接

裏当て Ｇ －2
α ＋112Ｗ Ｒ 2 －2

 α1 TR

 Ｇ 7
9以上

Ｒ 2G －2

α1

裏はつり Ｇ 0 －0α 1 ＋2Ｗ3 Ｒ 2 －2

  ＭＣ-ＢＬ-2 TR
α 45ﾟ1

G

Ｇ 0
裏はつり

4Ｗ ｄ (Ｔ-Ｒ) (Ｔ-Ｒ)1 3 3α 1

 1 ＋2d
Ｒ 2 －2

 ＭＣ-ＢＫ-2  T 1 1R ｄ (Ｔ-Ｒ) (Ｔ-Ｒ)2 3 3
2d

α1α1

α2

3～6 Ｇ裏当て
Ｗ5

 T

FB－4.5×19
G

ＧＣ-ＢＬ-2

ＧＣ-ＢＫ-2

25以上

シールドアーク溶接

45ﾟ

60ﾟ

Ｔ

45ﾟ 45ﾟ

60ﾟ
G

6～

16～

6～

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞) (+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

7 ＋∞

35ﾟ＋∞
－2.5°
＋∞
－1
＋2

＋∞
－1°
＋2 (+3)

(+3) (+3)

(+4)
(-0)

(+3)

(+2) (+2)

＋2 (+3)

(+3)

(-2)

－2.5°

－2
＋1

2

9 ＋∞

－2

0
＋22 －2

－2
＋2.5

0 －0
＋2.5

＋2
2 －2

Ｔ
＋∞
－2

＋∞

＋∞
－2.5°

＋∞
－2.5°

(-2 )

(-0)

(-2)

(-5 )
＋∞
－2.5°

(-2)

(-0)

(-5 )

(+4)

(-3)

(-5 )

(-3)

(-2)

(-5 )

(-2)

(-2) (-3)

(-5 )

(-5 )

(-3)(-3)

(-5 )

(-5 )
＋∞

＋∞
－2.5°

＋∞
－2

－2.5°

2 2
－0 (-0)

ＭＣ-ＢＬ-１Ｂ

ＧＣ-ＢＬ-１Ｂ

ＭＣ-ＢＩ-１Ｂ
ＧＣ-ＢＩ-１Ｂ

※30ﾟ

○完全溶込み溶接部以外のスカラップはγ＝25程度とする。

4 - 3

部分溶 込み

溶 接
2

15

t

D

12 16 19 22 25 28 32 36 40

10 11 12 13 13 14 15 16

t

　

D

12 ≦ t ≦ 40

片 面 溶 接  W 6

t

　

16≦ t ≦ 40

両 面 溶 接  W 7

D=(t-2)/2

S S S S
D D

t/4 ≦ S ≦ 10

そ の 他

B B

g g g22 1B
g3

g g21

 

 g1  A A

ＡorＢ g g 最大軸径 Ｂ g g 最大軸径 Ｂ g 最大軸径311 2 2

＊＊ ＊＊50 30 16 100 60 16 ＊＊ 30 16

60 35 16 125 75 16 65 35 20

65 35 20 150 90 22 70 40 20

70 40 20 175 105 22 75 40 22

75 40 22 200 120 24 80 45 22

80 45 22 250 150 24 90 50 24

＊90 50 24 300 150 40 24 100 55 24

100 55 24 350 140 70 24

125 50 35 24 400 140 90 24

130 50 40 24

150 55 55 24

175 60 70 24

200 60 90 24

b b b b

 
 g1

g2

e ゲ ー ジ
g2 Ｍ16,20,22 Ｍ24

65

60

45

50

45

25

35

55

40

千鳥打ちのピッチ b

3 - 2

高 力ボルト

のピッ チ

せん断縁,手動ガス切断縁

呼 び 径

孔 径 18

標 準 60
pピッチ

最 小 40

は し あ き 40

最少縁端距離
圧延縁,自動ガス切断縁等 22

28

Ｍ 16

22

60

50

40(50)

26

34

Ｍ 20

24

60

55

28

38

40(55)

Ｍ 22

26

70

60

45(60)

32

44

Ｍ 24

p p p

 

e

g1

3 - 1 ボルトの長さ
高 力ボルト

首
下
長
さ

締付け長さに加える長さボルトの  締付け長さ
呼び径

  座金長さＭ16 25  ナット高さ
Ｍ20 35 30  余長
Ｍ22 40 35

Ｍ24 45 40

30

Ｓ10ＴF8T,F10T

1.  特記以外はすべてＳ10Ｔ（トルシア形高力ボルト、上図）又はＦ10Ｔとする。

2.  本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの兼用はしてはならない。

2 - 1

略 号

3 - 3

形鋼のゲージ

1 - 2

50

Ｌ

Ｌ

○ＢＨ

○ＣＨＰ

○ＦＢ

○ＧＰ

○ＲＰ

○ＴＢ

○Ｗ

Ｌ

○ＡＢ

○ＢＰＬ

○ＦＰＬ

○ＨＴＢ

○ＳＰＬ

○ＷＰＬ 1-9

（ねじ山1～6）

e

○ＤＦＰＬ

3.　ボルトの接合面の処理は、締め付け摩擦面を平グラインダ掛け等を行い、黒皮を除去して一様

4.　亜鉛メッキボルトの場合は、全てＦ8Ｔとする。

　　に赤さびを自然発生させる。ただし、ショットブラスト等を行った場合はこの限りでない。締付

　　けは1次締付け後、マーキングを入れてから本締めをする。

§１　一般事項

§４　溶接接合

§５　継　　手

§３　ボルト接合

§２　共通事項
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Ｈ

ＷＰＬ

ＰＬ－ｂ

ＰＬ－ｂ

35

ＰＬ－ｂ

ＰＬ－ｂ

補強ＰＬ厚さｔはＢＰＬ厚さの1/2以上かつ9以上

6 - 6

そ の 他
ＰＬ-6かつｔ/2以上 Ａタイプ（φ≦0.1Ｈ） Ｂタイプ（0.1Ｈ＜φ≦0.2Ｈ）直交梁　

2φかつ100+φＰＬ－ｄ 9 - 1

貫 通 補 強
6 - 1

Ｗ φ2 Ｗφ 1
勾 配 屋 根 ＧＰＬ-ｔ

   Ｈ3φ開先形状は設計図書による
Ｗ13φ以上Ｗ2

ＰＬ－ｅ

腰折れ柱

ＷＣタイプ（0.2Ｈ＜φ≦0.28Ｈ） Ｄタイプ（0.28Ｈ＜φ≦0.4Ｈ） 1Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取り付く場合
01.5t

2φかつ100+φ 2φかつ100+φ  

Ｗ1

柱 が Ｈ 形 鋼 の 場 合 柱 が 角 形 鋼 管 の 場 合 t0Ｗ Ｗ1 1

φ  φ 3φ Ｈ Ｈ
Ｗ Ｗ1 1

Ｅタイプ（0.4Ｈ＜φ≦0.5Ｈ） Ｆタイプ

≒30 既製品(評定品)を用いた場合

1Ｗ

ハイリング、フリードーナツφφ  Ｈ
ＯＳリング等　使用可

45ﾟ以上

継手
Ｈ/4 ▽

 

Ｈ/4
 

15
0
以
上

が
望

ま
し

い

デッキプレート受け　ＦＢ-65×99 - 2 　焼抜きせん溶接　＠≒300

デッキプレート
50以上

 H

○合成スラブの場合はメーカー仕様による

a e p e2 2 h≧4.0d9 - 3 p p 11

7.5d≦p1≦300スタッドジベル
a   1 a1 p2≧5.0d

d  dｈ
a1≧40t  

a2≧100a2アークスタッド溶接
e≧40

d≦2.5t

ｈ,ｐ1 ,ｐ2 設計図書による

9 - 4
Ｂタイプ（軽微なＲＣ壁の場合） Ｃタイプ（ブロック壁の場合）Ａタイプ（標準）

壁 筋 の 溶 接

サイズ0.5ｄ

5d 5dＷ 　　=50　　150
ｐ=鉄筋間隔

 15

   5d6550アークスタッド溶接

dＦＢ-65×6D13以下

p

部分溶込み溶接

50以上

2. 貫通孔を設ける範囲は右図の　　　　部分を原則とする。

1. 既製品を用いた場合は評定内容による。

 　在来補強の場合、特記無き限り補強方法は上図によるが、

   孔径(φ)0.5Ｈ以下とし、そのピッチは3.0φ以上とする。

   (これを満足できない場合は設計者の指示による。)

ロ

ロ

ＰＬ 厚さはＷＰＬ 厚さの0.5以上(片面)

ＰＬ 厚さはＷＰＬ と同厚以上(両面)ＰＬ 厚さはＷＰＬ 厚さの0.5以上(片面)
又は同厚さ以上(片面)

Ｗ  or Ｗ3 4

Ｗ  or Ｗ3 4

2ＰＬ（設計図による）

イ

 

Ｔf
Ｗ1

イ イ ＰＬ－ｄ  

ＰＬ－ｂ

1
0
0
以

上
が

望
ま

し
い

。

直交梁

ＰＬ－ｂ

ＰＬ－ｅ

ＰＬ－ｃ

Ｗ2,Ｗ3 or Ｗ4 

1
5
0
以
上

が

6 - 2 柱ＦＰＬ

梁 通 し cTf

Ｗ1
イ Ｗ2

1Ｗ
1Ｗ

Ｗ2

Ｗ1

ｄ柱径が異なる場合cTf

cTf梁現場継手位置
6 - 3

2,400以下を原則とする。
仕 口 と継 手

Ｗ1 10 ｂ ｂ
ロ

通しダイヤフラム

 TfTd
直行梁

ＰＬ－ｃ

Ｗ1

Ｗ230以上

ＰＬ－ｃ継手リストによる
cTf

30以上

板曲げ加工半径γは
イ フランジ板厚の10倍以上とする。

望
ま
し

い

ＰＬ－ｃ

Ｗ2,Ｗ3 or Ｗ4 

Ｗ2,Ｗ3 or Ｗ4 

Ｗ2,Ｗ3 or Ｗ4 

Ｗ2,Ｗ3 or Ｗ4 

ＰＬーａ

Ｗ1 補強プレート

梁ＦＰＬ

ＰＬ－ａ

Ｗ2,Ｗ3 or Ｗ4 

梁ＦＰＬ

6 - 4

柱 通 し

ガス抜穴20φ

ＨＴＢ継手

　柱現場継手位置
Ｒ(曲率半径)以上 ＰＬ－ｃ10

1,000前後
ｂ ― ｂ 断面

継手リストによる

1Ｗ1Ｗ Ｗ2

直交梁用ＰＬ－ｂ

Ｗ2ａ ― ａ 断面
Ｗ1 ａ

ａ

Ｗ1

望
ま
し

い
1
5
0
以
上

が

Ｗ2,Ｗ3 or Ｗ4 

Ｗ2,Ｗ3 or Ｗ4 

Ｗ2,Ｗ3 or Ｗ4 

Ｗ2,Ｗ3 or Ｗ4 
ＰＬ－ｄ

ＰＬ－ｄ

Ｗ2,Ｗ3 or Ｗ4 

ＰＬ－ｄ

Ｗ2,Ｗ3 or Ｗ4 

ロ

　Ｗ2

通しダイヤフラム柱溶接後切断
6 - 5

(ＰＬ－　)
現場溶接継手 Ｗ2 建方用ボルト

(　－Ｍ　 )
G

ｃ
ｃGは§4-2による G　　　ウェブは継手リストによる

2ＰＬ－　　　
Ｗ2

G 梁ＦＰＬ現場溶接継手

Ｗ1

ウェブの継手は設計図書による

通しダイヤフラム

下向き溶接とする

柱ＦＰ　現場溶接継手Ｌ

ｃ ― ｃ 断面

柱 が 角 形 鋼 管 の 場 合柱 が Ｈ 形 鋼 の 場 合

1) パネルゾーンのＰＬの厚さ

1.　ＰＬ－ａ(鉛直スチフナ)

2.　ＰＬ－ｂ(水平スチフナ)

3.　ＰＬ－ｃ(通しダイヤフラム)

4.　ＰＬ－ｄ(内ダイヤフラム)

5.　ＰＬ－ｅ(折れ曲がり部)

2) 出寸法

イ　25㎜かつcTf以上

ロ　cTf≦25の場合　25

　　cTf≧28の場合　30

3) 注記

1.　ダイヤフラムの材質は特記仕様書による。特記なき場合は、接続する柱及び梁の1ランク

　　上質とする。また接続する柱及び梁の強度及び材質の異なる場合は、強度は大きい方に同

　　じとし、材質は上の方の1ランク上質とする。

　　同質以上とし、折り曲げ加工又は溶接加工とする。

3.　ハンチ部でＦＰＬを折曲げる場合はＲ≧10Tfとし補強プレートを入れる。ただし、勾配の

　　ゆるい場合(1/6程度)は不要。

4.　ダイヤフラムと梁フランジの溶接部は、梁フランジはダイヤフラムの厚みの内部で溶接す

　　ること。(告示1464)

5.　現場溶接を行う場合は工事監理の承諾を得、養生に十分配慮して行うこと。

上下柱のＦＰＬの厚い方より1サイズUP以上

仕口部に集結する梁の最大ＦＰＬより1サイズUP以上

仕口部に集結する梁の最大ＦＰＬより1～2サイズUP以上

梁(柱)のＦＰＬより1サイズUP以上

仕口部に集結する梁の最大ＦＰＬより2サイズUP以上かつ柱のＦＰＬ以上

2.　ｄ (6-2項)上下階で柱径が異なる場合の板厚は上下階柱の厚い方、材質は上下階柱と

通しダイアフラム

ＢＰＬ

7 - 1 Ａタイプ　　(主柱) Ｂタイプ　　(間柱等二次部材)
一 般 柱 脚

1Ｗ
125 Ｗ

1Ｗ

3
0
～
5
0

2

無収縮モルタルの強度はＲＣ柱型

のコンクリート強度以上とする。

 tアンカーボルトの施工に誤差が

ある場合は台直しはせず右図の

様に補強する。

8 - 1
高力ボルト 溶　接ＧＰＬブレースリスト 符号 部　材

脚長ｔ本数 ｅ Σ径

30°

e

 
p

p
e

Ｗ2,Ｗ3,Ｗ4 

1. ＧＰＬの最少幅　eが確保できない場合は、設計者の指示により板厚を変更する。
2. 丸鋼を使用する場合は、丸鋼、ターンバックル共にＪＩＳ規格品を使用する。

3. 床ブレースは設計図書に明記なき場合は壁面に準ずる。

(せん断力を負担させる場合も同様）

設
計

図
に
よ

る

ＢＰＬ

すべて座金付き二重ナットとする

余長はネジ山3以上

する場合は設計図書による
アンカーフレームを使用

3Ｗ ,Ｗ or Ｗ 4 又は200φ以上とする

Ｄ16を切断し天端をそろえる

無収縮モルタル流し込み

無収縮モルタル流し込み

座金

補強PL材質強度はAB.BPL以上

ＡＢ

Ｗ1 or

 

(Ａタイプも同じ）

(Ａタイプも同じ）

中心塗りモルタル200角

§９　その他

§６　柱梁接合部及び継手

§７　柱　　脚

§８　壁面ブレース
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ケンマⅡ工法  設計施工標準（1）

【許容支持力および適用範囲】

【　先　端　羽　根　付　き　回　転　貫　入　鋼　管　く　い　工　法　】

2.押込み方向支持力

　本工法により施工される地盤の許容支持力

1）長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

2）短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

α ：基礎ぐいの先端付近の地盤における杭先端支持力係数

β ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数

γ ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数

Ν ：基礎ぐいの先端付近の平均N値(くい軸方向下端より下方から1Dw上方へ1Ｄｗ

     の範囲の地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値)(回)

Ap ：基礎ぐいの先端の有効断面積（㎡） 

Ns ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均

　　 値(回)。ただし、5≦Nｓ≦30とする。

　 　ただし、40≦qu≦200とする。

Ls ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計（ｍ）

Lc ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計（ｍ）

Ψ ：基礎ぐい軸径の周長（ｍ）       D ：基礎ぐい軸径

( ) }ψγβα cssp LquLNANRa ++=
3
1

2

(kN)・・・・(1)

(kN)・・・・(2)( ) }ψγβα cssp LquLNANRa ++=
3

   　Nを求める個々のN値については、N＜5のときはN＝0、N＞65のときは

     ただし、Nは右表に示す範囲とする。

     N＝75とする。なお、杭先端以深の地盤においては、くい先端より下方に5Dw

（α＝150）

（β=1.0）

（γ=0.2）

     以上の範囲における地盤情報を把握し、αが適用できる地盤である事を地盤

     調査により確認する。

Dw ：基礎ぐい翼部径(m) （Ap=Dw π/4）

　　 個々のN値については、N＜5の場合N=0、N＞50の場合N=50とする。

qu ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値（kN/㎡）

　　 個々のqu(kN/㎡)については、qu＜40のときはqu＝0、qu＞250のとき

　　 はqu＝250とする。

（Ψ=D・π）

N値の適用範囲（砂質地盤（礫質地盤含む））

3.杭材から決まる許容鉛直支持力

F"×Ae×(1-a1-a2)Ra =
1.5
1

(kN)

F" ：設計基準強度（N/mm ) F"=(0.8+2.5te/r)FかつF"≦F
2

F  ：杭材料の許容基準強度 te ：腐食しろ（外面1mm)を除いた杭厚(mm)

r  ：杭の半径(mm)Ae ：腐食しろを除いた杭の断面積(mm )

a1 ：継手による低減率(0.05/1箇所）

a2 ：細長比による低減率(L/D>100の場合、(L/D-100)/100  L:杭長(m)

2

     ※a1,a2は必要に応じて考慮する。

1.件名

　ケンマⅡ工法　　-先端羽根付き回転貫入鋼管くい工法-　　

                    先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む）

【フーチングの仕様】

　へりあき(a) 　杭芯間隔(b) 　:杭芯より1.25D以上 　:1.5×1Dw以上

　　　※D：杭本体径、Dw：杭先端羽根径

【杭頭接合例】 ※杭頭接合部の設計は、設計者により別途検討が必要です。

【継手標準図】

【押込み方向】

溶接材料 JIS Z3211　軟鋼用被覆アーク溶接棒、高張力鋼用被覆アーク溶接棒

　　　　　 軟鋼、及び高張力鋼用マグ溶接

JIS Z3313　軟鋼、高張力鋼、低温用アーク溶接

           ソリッドワイヤ

補強筋

           フラックス入りワイヤ

JIS Z3351　炭素鋼、低合金鋼用サブマージ

           アーク溶接ソリッドワイヤ

JIS Z3352　炭素鋼、低合金鋼用サブマージ

           アーク溶接フラックス

鋼管の厚さ
9.0mm以上

3.0mm～5.0mm

3.8mm

45°

　継手の施工は、通常、溶接継手（被覆アーク溶接またはセルフシールドアーク

溶接）とする。

裏当て

鋼管の厚さ
9.0mm未満

3.0mm～5.0mm

3.8mm

全周溶接

全周溶接

裏当て金物の例

掘削刃

Dw

下面矢視方向

D

翼

5

掘削刃
翼

スリット
Dw

【下面矢視図】

中詰めコンクリート

補強筋

杭頭蓋

2

2

先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む）

　　（STK400→235N/mm2、STK490→325N/mm2、SEAH590→440N/mm2）

4.適用範囲

1）適用する地盤の種類　（押込み方向及び引抜き方向共通）

基礎ぐいの先端付近の地盤： 砂質地盤（礫質地盤含む）

基礎ぐいの周囲の地盤：砂質地盤及び粘土質地盤

くい軸径D

（mm）

2)基礎ぐいの最大施工深さ　

最大施工深さ

（mm）
14.8 18.1 21.4 24.7 28.1 34.713.2

114.3 139.8 165.2 190.7 216.3 267.4101.6

くい軸径D

（mm）

最大施工深さ

（mm）
46.2 52.841.4

355.6 406.4318.5

4)適用する建築の規模

延べ面積が500,000m 以下の建築物とする。

【ケンマⅡ工法の構造・規格】

くい軸本体部

翼部

(鋼管部)

掘削刃

JIS G 3444 (2016)　 一般構造用炭素鋼鋼管 STK400 STK490

JIS G 3106 (2015)　溶接構造用圧延鋼材 SM490A SM520C

JIS G 3101 (2015)　一般構造用圧延鋼材 SS400

くい軸本体

▽くい頭レベル

先端レベル
基礎ぐいの

▽くい施工地盤面

STK400,STK490,HU590,SEAH590,SKK400またはSKK490

STK400またはSTK490

STK490

MSTL-0542,0543,0419 基礎ぐい用高張力鋼管 HU590 SEAH590

JIS G 5525 (2019)　 一般構造用炭素鋼鋼管 SKK400 SKK490

くい軸先端分 JIS G 3444 (2016)　溶接構造用圧延鋼材 STK400 STK490

JIS G 3101 (2015)　一般構造用圧延鋼材 SS400

JIS G 3106 (2015)　溶接構造用圧延鋼材 SM490A

　ケンマⅡ工法の先端に鋼管径の1/2の開口を設けてある半円形の翼2枚を水平軸

に対して13°の勾配で取り付けている。翼は、くい軸にスリットをあけ内側外

側それぞれに溶接することで構成される。

STK400

ストレートくい
下ぐいのみ

下ぐい

中ぐい

上ぐい
STK400,STK490,HU590,SEAH590,SKK400またはSKK490

4.引抜き方向支持力

　本工法により施工される地盤の許容支持力

1）短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

κ ：基礎ぐいの先端付近の地盤における杭先端支持力係数

λ ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数

μ ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数

Νt：基礎ぐいの先端付近の平均N値(くい軸方向下端から上方へ3Dw（Ｄｗ：

     羽根の直径）の範囲の地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値）（回)

Apt：翼部の有効面積（㎡） 

2 (kN)・・・・(1)( ) }ψμλκ csspt LquLNANtRa ++=
3

     ただし、Ntは右表に示す範囲とする。Ntを求める個々のN値については、砂質

     (礫質を含む)地盤においては、N＜5のときはN＝0、N＞65のときはN＝65と

（κ＝75）

（λ＝1.0)

(μ＝0.2)

Dw ：基礎ぐい翼部径(m)

（Apt=(Dw -D )・π/4）

Wp+

     する。また、粘性土地盤においては、N＜3のときはN＝0、N＞75のときは

     N＝75とする。

2 2

※ ※ ※ ※ ※ ※

※ ※ ※

※引抜き方向の適用範囲は、

  φ114.3～406.4mm

３
Ｄ

ｗ

金物

裏当て

金物

Nt値の適用範囲（砂質地盤（礫質地盤含む）・粘土質地盤）【引抜き方向】

3）基礎ぐいの最小施工深さ(引抜き方向のみ）

　3.3ｍと7Dwの大きい方とする。なお、地震時に液状化の恐れのある地盤があ

る場合には、対象土層下端から最小深さを確保することとする。液状化が生じ

るか否かは設計者が判断する。
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桔梗が丘中学校エレベーター新設工事

ケンマⅡ工法  設計施工標準（2）
【　先　端　羽　根　付　き　回　転　貫　入　鋼　管　く　い　工　法　】

【施工フロー】
工程 管理項目 管理方法 管理値

くい材の

受け入れ

・くい各部寸法
数量

・搬入時にスケール、ノギス

・目視による検査

・くいの仕様書，施工計画書にく

い径・厚・長・翼部の寸法が

  合っていること

・材質、数量に誤りがないこと

　等で計測

・中ぐい、上ぐいに開先が取れ

 ていること

 (厚さ9mm未満については不要）

・変形の無いこと

準備工事

・くい芯の設定 ・くい芯より90度方向に逃

  げぐい(鉄筋棒)を2点打っ

　ておく

・くい打ち機本体に装備され

  たリーダの傾斜計で直角2

  方向について確認

・水準器をくい側面にあて、

  直角2方向について確認

・くい打機で設定0

・くい芯位置が設計通りである

  こと

・傾斜確認

・傾斜が1/100以内

・くい先端が設計GLにきた時に

くいの

建て込み

・リーダーの

・くい建込み

・深度0の設定

  鉛直性

  精度

　管理装置の深度0とする

くいの

回転貫入

・くいの固定

・オーガ

・振れ止め装置を用いる

・施工管理装置の油圧モー

  トルク値   ター出力値を確認

・くいの短期ねじり強さ以下

継手の

・裏当て金物

の寸法形状

・目視、ノギス、スケール等 ・くい径にあっていること

・くい内セット時の間隔が3mm

  以下であること

・継ぐいの建 ・水準器で直角2方向から確認

  込み精度

・傾斜が1/100以内

・接続部目違い ノギス等

・ルート間隔 ノギス等

・溶接状況

・資格確認

・目視

・JIS Z3801等の資格もしくは

  特別教育修了

・異常なアンダーカット、割れ

  等がないこと

・3～5mm

・2mm以下

打ち止め

・くい先端深度・施工管理装置の深度計で確 ・くい先端が設定深度付近まで

  認   貫入していること

・1Dw貫入確認 ・1Dw以上貫入しているか確認 ・貫入量が1Dw以上

・管理トルク値

  ク値の表示及び記録

・管理トルク値以上・施工管理装置でオーガトル

施工完了

・くい頭レベル・レベルによる確認 ・0～－20mm以内(くい頭処理後)

・偏芯量 ・逃げぐいから確認 ・100mm以内(ただし、特記仕様

  書に記載のある場合はその数

  値とする。)

　打ち止め管理は、本工法の施工性や設計想定支持地盤の深さ、打ち止め管理値

設定などを試験ぐい施工にて確認、決定し本施工を行うものとする。

1.打ち止め管理

　試験ぐいの施工は、本工法の施工性や設計想定支持地盤の深さ、ならびに、打

ち止め管理値の設定などを確認、決定するために行うもので、施工に先立ち、最

低1本以上の試験ぐいを施工し、地盤調査資料との比較を行って施工性の確認を

行う。

1）試験ぐい

　試験ぐいは、現場において最初に施工するくいとし、原則として地盤調査位置

近傍とする。

【確認事項】

　①　設計深度付近まで0.1～0.2m 毎に回転トルクを計測し、このトルクと地盤

　　調査結果を照合してN値に応じてトルク値が変化していることを確認する。

　②　設計深度付近において、回転トルクが右図に示す軸部径ごとの標準回転ト

　　ルク以上であることを確認する。

　　また、試験ぐいの回転貫入中に、回転トルク値がくい材の短期許容ねじり強

　さを超えないように管理する。

　③　設計深度付近に達した後は、回転貫入機の施工速度を低速にし、回転トル

　　クが標準回転トルク値以上であることを確認したのち、1Dw貫入して打

　　ち止めとする。1Dw貫入中に、回転トルクがくい体の短期許容ねじり強さを

　　超えるおそれのあるとき、もしくは回転貫入量が著しく減少して1回転当た

　　りの貫入量が翼部厚さ未満となる時は、回転トルクが管理トルク値以上で

　　あることを確認して打ち止め時の回転トルクを記録して打ち止めとする。

　④　試験ぐい打ち止め時の回転トルクと標準回転トルク値との平均値を管理ト

　　ルク値として、本ぐいの打ち止め管理を行う。ただし、くい径が 318.5mm 

　　以上のときは、本ぐいの打ち止め時の管理トルク値は、試験ぐい打ち止め時

　　の回転トルクの 80 ％とする。 なお、試験ぐいが複数本の場合の打ち止め

　　時の回転ト ルクの扱いは、以下とする。

　　① 打ち止め時の回転トルクの最小値が最大値の 80 ％以上の時は、最小値とする

2）本ぐい打ち止め管理（先端地盤の確認）

①　くい先端が設計深度付近に到達時に、回転トルクが試験ぐいの 打ち止め回

　転トルクと標準回転トルク値との平均値以上であることを確認する。

④　1Dw貫入中に、回転トルクがくい体の 短期許容ねじり強さを超えるおそれの

　ある場合

　回転トルクが管理トルク値以上であることを確認して打ち止めとする。

　えても回転トルク値が管理トルク値以上とならない場合

　  回転貫入を中止し工事監理者と協議を行うものとする。

⑥　設計深度付近で回転トルクが管理トルク値未満であっても、1回転当たりの

　貫入量が翼部厚さ未満となる場合は、回転貫入を中止し、打ち止めとする。

　　ただし、地盤調査結果から、明らかにくい先端が設計支持地盤に達してい

　ると判断できる場合に限る。

　　　　　　　　　　　　【軸部径ごとの標準回転トルク図】

3.施工記録

START

施工機械設置

くいの建て込み

くい芯位置確認

回転貫入

回転貫入

継ぐいが必要か

YES

NO

回転貫入

設計深度付近に

達したか

所定の回転トルク値

以上か

NO

回転貫入

1Dw 貫入したか

管理トルク値

以上か

貫入終了

YES

YES

貫入
NO

NO

貫入

NO

継手施工

継手検査

再継手施工

YES

YES
NO

NO

YES

YES

【施工管理方法】

2.施工管理項目

　くい施工にあたり、各ぐいの施工状況を記録し、施工完了後に施工管理技術

者は、施工報告書を作成し、ケンマ工法技術委員会へ提出する。施工記録は全

てのくいについて行い、下記の項目について記録する。

　施工報告書等は、ケンマ工法技術委員会が10年間保管することとする。

　①一般事項　　　1　工事件名                  4　工事種別

　　　　　　　　　2　工事場所                  5　施工期間

　　　　　　　　　3　施工目的

　②施工管理体制

　③工事内容　　　1　くい諸元（・材質・仕様・設計上の腐食しろ）

　　　　　　　　　2　施工機械

　　　　　　　　　3　施工状況（・施工ぐい位置図・GL設定、くい天端

　　　　　　　　　　　　　　　　・くい別施工状況）

　　　　　　　　　4　土質柱状図               5　工事施工写真集
　その他必要事項

【国土交通大臣認定】

①　ケンマⅡ工法(先端地盤：砂質地盤（礫質地盤を含む）

　認定取得日　　令和　3年　1月　25日

　認定番号　　　TACP-0628

　認定書　　　　国住指第2588号

　指定書　　　　国住指第2588-2号

②　ケンマⅡ工法(先端地盤：粘土質地盤）

　認定取得日　　令和　3年　1月　25日

　認定番号　　　TACP-0629

　認定書　　　　国住指第2589号

　指定書　　　　国住指第2589-2号

【財団法人　日本建築総合試験所】

【備考】

施工

　　② 打ち止め時の回転トルクの最小値が最大値の 80 ％未満の時は、平均値とする

　⑤　回転トルクが標準回転トルク値未満であっても、 1回転当たりの貫入量が

　  翼部厚さ未満になった場合は回転貫入を中止し、打ち止めとする。

      ただし、地盤調査結果から、明らかにくい先端が設計支持地盤に達して

    いると判断出来る場合に限る。

⑤　1Dw貫入中に、回転トルクが管理トルク値以下となり、設計深度を著しく超

　　ケンマⅡ工法　-先端羽根付き回転貫入鋼管くい工法-

　認定取得日　　2021年　1月　25日

　証明番号　　　GBRC　性能証明　第17-32号 改1

　技術概要　　　くいの地盤から決まる引抜き方向の支持力に対するものである。

③　建築技術性能証明書

　　ケンマⅡ工法(先端地盤：砂質地盤（礫質地盤を含む）

　認定取得日　　2020年　10月　30日

　評価番号　　　GBRC建評-20-231A-006

①　性能評価書

　　ケンマⅡ工法(先端地盤：粘土質地盤）

　認定取得日　　2020年　10月　30日

　評価番号　　　GBRC建評-20-231A-007

②　性能評価書

4.施工上配慮すべき事項

  本工法の施工指針は、令和 3年 1月 25日に大臣認定を取得したケンマⅡ工法

(TACP0628，0629）に準拠している。引抜き支持力考慮時に施工上配慮すべき

事項を以下に示す。

1）設計支持層の回転貫入について

　・地盤への貫入は、地盤を乱さないように留意して行う。

  ・オーガ等による先行掘削は行わない。

2) 溶接施工について

　・継手の溶接施工は、十分な品質管理のもとに行う

　・590 材の現場溶接については、溶接ワイヤの選定方法に留意する。

※所定の回転トルク

　＝試験ぐいの打ち止め時の回転トルクと

　　 標準回転トルク値の平均値

②　設計深度以浅でくいが貫入不能となった場合

　回転貫入を中止し、工事監理者と協議を行うものとする。

③　1Dw 貫入中に、1回転当たりの 貫入量が著しく減少して翼部厚さ以下となる

　おそれがある場合

　回転トルクが管理トルク値以上であることを確認して打ち止めとする。
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* 機械式継手を用いるときは、その施工要領にしたがう 。
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●基礎柱型下部の捨てコンクリートは厚さ８０ｍｍ以上とし、上面をコテで
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ガ
ス

溶
接

■溶接方法（突合せ溶接）

図

（角形鋼管仕様）

１．２

１．１ ２．１

２．３

２．５

２．４

３．１ ４．１

４．２

５．１

５．２

５．現場施工

４．溶接施工

５．７

５．６

２．アンカーボルト・ロックナット・定着ナット・座金・ジャストリング１．柱脚構成部材及び基礎廻り標準図

溶接部の検査

捨てコンクリート地業（元請施工）

３．ベースプレート

座金（材質：ＳＳ４００）

基礎廻りの標準図

構成部材

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１

コトブキ技研工業株式会社

広　島 TEL 0823-70-0721  FAX 0823-70-0722（角形鋼管仕様）

覆

テンプレート用ボルト孔
Ｌ

Ｂ Ｃ

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１ 64

64

64

Ｄ５１

46

55

60

65

80

53.1

63.5

69.3

75.0

92.4

56

e

Ｄ ｄ

ＨB
Ｈ

76

Ｃ

Ｈ

定着ナット（材質：Ｓ４５Ｃ　熱処理Ｈ）

t

φ
A
1

φ
A
1

φA1

φ
A
2

φA2

ｅｅφdｈ ｈ

64

φd ｈ ｅ

54

64

69

74

95

47

58

63

69

90

56

64

64

76

28.3

34.3

37.5

40.3

50.0

2.95

3.30

3.55

4.50

3.65

10

10

10

10

10Ｄ５１

φＤ

t

94

88

100

25

22

28

φｄ

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１

Ｄ５１

Ｈ

φＤ

74

119

34

41

45

48

59

19

25

φｄ

Ｈ

Ｄ５１

Ｄ４１

Ｄ３８

Ｄ３５

Ｄ２９

M8

M8

M8

M8

M8

20

20

20

20

2031.7

38.1

41.9

45.4

M8 2057.5 990

ｄ ｅＤ

Ｄ35(SD390)

Ｄ35(SD490)

Ｄ38(SD490)

Ｄ41(SD490)

Ｄ51(SD390)

51.0 42.8

59.0 49.8

65.0 54.9

69.0 58.8

84.5 72.4

42.3 33.5

49.2 40.0

54.2 44.0

58.0 47.5

71.6 59.5

26

32,40

48

56

64.5

θ

110

110

110

110

90
θ

ジャストリング（材質：Ｓ２５Ｃ又はＦＣＤ４５０－１０）

a b a

a
b

a

a c d c a

a
c

d
c

a

a c d c a

a
c

c
a

種類

ア

被

ク

ー

ド

d

α
１

Ｒ

Ｇ

ベースプレート

ー

フレーム及びアンカーボルトの設置（※１）

無収縮モルタル注入

接

ア

ク
溶

ー

特記以外は元請会社の施工とする。

角形鋼管

柱型主筋

柱型帯筋

▽

埋
込

長
さ

ｌ

▽
基礎柱型上端

（注）基礎柱型の施工は

JASS5による

150

3
0

基礎梁上端

２．２

８
８

７ ７

角形鋼管

５５

３ ３

４４

角形鋼管

ロックナット（材質：Ｓ４５Ｃ 熱処理Ｈ）

１ １

(基礎柱上端から50mm下がりまで)

                (Ｆ値

(21・24N/mm2) 以上

                (Ｆ値

認定した有資格者が行う。

※１；現場施工及び施工管理は、ジャストベース施工技術委員会が

角形鋼管

型枠

無収縮モルタル材

シュート

シュート形状

基礎柱

２

６ ６

２

▽ アンカーボルト天

ｈ

725

785

880

720

660

Ｌ

38.1

φ
A
2

φdｈ ｈ

【アンカーボルト４本タイプ】

【アンカーボルト８本タイプ】 【アンカーボルト１２本タイプ】

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

●角型鋼管のベースプレートへの溶接は突合せ溶接とする。

開先条件はＪＡＳＳ６に準じ下表による。

テンプレート設置　：テンプレートをアンカーボルトに

上部からボルトにて固定し、テン

プレート中心線を、柱中心地墨に

インアンカーで固定する。

調整ボルトにて固定し垂直を確認する。

ｅ1

柱中心

テンプレート中心

許
容

差
誤 －５≦ｅ２≦５

－５≦ｅ１≦５

ｅ
2

▽ 基準高

５．３ 基礎柱型配筋及びコンクリート打設（元請施工）

５．４

５．５

調整する。レベル調整用ボルトで

１

２

３

４

（○印）

適用
適用角形鋼管　（該当するＦ値　○印）

６・８・９・１２

350×350

300×300

250×250

200×200

175×175

150×150

400×400

450×450

500×500

550×550

サイズ Ｆ=２３５N/mm2

６・９・１２

６・９・１２

６・８・９

６・８・９

６・８・９・１２

９・１２

ジャストベース

フレームベース

フレームポスト

●鋼製クサビをロックナットとアンカーボルトの隙間に全数セットし、打ち込む。

基礎コンクリート清掃・水洗いの後、２

無収縮モルタルをシュートにより一方向

から注入する。（※１）

落下防止リブ

柱脚構成部材

12-D41×880

アンカーボルト

SD490

SD490

SD390

SD390

SD490

SD390

SD490

SD390

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

165

165

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

材質 h

12-D51×990

12-D51×990 SD390

SD390

Ｆ=３２５N/mm2

６・９

６・９

６・８

６・８・９

６・８

６・８・９

６・８・９・１２

4-D29×660 SD490 165

4-D29×660

4-D29×660

4-D35×720 180

4-D35×720 180

4-D35×725 185

8-D35×720 180

4-D35×725 185

8-D35×720 180

8-D35×725 185

8-D35×720 SD390 180

8-D35×725 190

8-D38×785 200

8-D41×880 210

8-D35×725 185

8-D38×785 200

8-D41×880 210

12-D38×785 200

12-D38×785 SD490 200

12-D38×785 200

12-D38×785 200

12-D41×880

12-D41×880 SD490 210

210

12-D41×880 210

230

12-D41×880 210

12-D41×880 210

230

t×A×A

ベースプレート

28×300×300

32×325×325

32×350×350

32×380×380

36×430×430

40×430×430

40×480×480

40×480×480

40×540×540

45×540×540

40×580×580

50×600×600

50×640×640

55×640×640

40×640×640

45×670×670

50×710×710

60×710×710

60×710×710

50×710×710

55×740×740

55×800×800

60×840×840

65×840×840

60×850×850

65×920×920

65×920×920

210 60×760×760

60×760×760

６・８・９・１２

６・８・９

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

Ｆ=２９５N/mm2

６・９・１２

６・９・１２

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

６・８・９・１２・１４・１６・１９

９・１２

９・１２・１４・１６

ジ

ャ

ス

ト

ベ

ス

柱

脚

工

法

標

準

仕

様

一

覧

表

（

Ｊ
Ｅ

型

（

（

形

管

鋼

角

Ⅱ

（

５

６

８

７

フレーム部材(テンプレート含む）

無収縮モルタル

１

２

３

４

ベースプレート

アンカーボルト

ジャストリング

座金

ロックナット及び固定用クサビ

定着ナット及び固定用クサビ

固定用クサビの設置（元請施工）

※（　）はＢＣＰのみ適用

９・（１２）

９・（１２）

工

施

計

設

30N/mm2以下 

アンカーボルト（材質：ＪＢ-ＳＤ３９０・ＪＢ-ＳＤ４９０）

定着ナット固定措置　：定着ナットをアンカーボルト下部

900×900

500×500

530×530

550×550

560×560

620×620

620×620

650×650

680×680

700×700

740×740

740×740

780×780

800×800

830×830

830×830

850×850

870×870

900×900

920×920

920×920

950×950

1,000×1,000

1,000×1,000

1,050×1,050

1,050×1,050

1,080×1,080

1,130×1,130

1,130×1,130

1,000×1,000

25×94

座金

t×φD

19×74

19×74

19×74

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

25×94

25×100

22×88

25×100

25×100

25×100

25×100

25×100

25×94

25×94

25×94

25×94

25×100

25×100

28×119

28×119

800

550

600

700

750

800

800

550

800

800

850

850

600

600

600

600

600

600

600

600

750

750

800

800

800

800

800

850

850

850

12,000

17,000

21,000

30,000

47,000

47,000

61,000

66,000

89,000

90,000

119,000

129,000

148,000

156,000

159,000

182,000

207,000

220,000

219,000

248,000

266,000

289,000

303,000

351,000

379,000

397,000

452,000

490,000

502,000

柱脚回転剛性

kN･m/rad

D13 @ 150

D13 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は

D16 @ 150

設計基準強度

12-D16

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

12-D16

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

16-D22

12-D19

12-D22

16-D25

12-D22

16-D22

16-D25

24-D25

16-D22

16-D25

20-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

32-D25

24-D25

24-D25

D16 @ 100

D16 @ 100

D16 @ 100

32-D25

D13 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 100

D16 @ 100

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

帯筋主筋
備考寸法（ｍｍ）

ＲＣ基礎柱型（下記の寸法・配筋とする）

H

以上

620×620

650×650

670×670

680×680

740×740

740×740

850×850

800×800

900×900

940×940

940×940

980×980

1,000×1,000

1,030×1,030

1,030×1,030

1,050×1,050

1,070×1,070

1,100×1,100

1,100×1,100

1,120×1,120

1,120×1,120

1,150×1,150

1,200×1,200

1,200×1,200

1,200×1,200

1,250×1,250

1,250×1,250

1,280×1,280

1,330×1,330

1,330×1,330

６・８・９・１２・１６・１９

６・（９）

９・１２・（１６）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２

９・１２・１６・１９・２２

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）・（３２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）・（３２）

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

６・８・９・（１２）

６・８・９・１２・（１６）

６・８・９・１２・１６・１９

６・８・９・１２・１６・１９

１２・１４・１６・１９・２２・２５

１２・１４・１６・１９・２２

１２・１４・１６・１９

６・８・９・（１２）

６・８・９・１２・（１６）

６・８・９・１２・１６・（１９）

ジャストベース（ＪＥⅡ型）柱脚工法設計施工標準図

頂部フックが不要です。

※トップフープはダブルフープ。

※ジャストベース(JEⅡ型)工法の柱型主筋は

Ｄ29(SD490)

呼径

呼径

呼径

呼径

ア
ン

カ
ー

長
Ｌ

φＤ２

φＤ１
φＤ２φＤ１φＤ２φＤ１

フレームベース設置：柱中心地墨に対し、平面位置を

フレームベースを水平にする。

アンカーボルト設置：フレームポスト上部の部材にアンカー

調整後、フレームベースをホール

位置に取り付け、アンカーボルト

と定着ナットの隙間に鋼製クサビ

を打ち込む。

鉄骨柱の建入れ（元請施工）

ジャストリング設置及びロックナット本締め（元請施工）

●ジャストリングを全数設置し、レンチ等でロックナットを本締めする。

　トルク値は３００Ｎ・ｍとする。（マーキング等による確認推奨）

ベースプレート（材質：ＳＮ４９０Ｂ又はＴＭＣＰ３２５Ｂ）

呼径

孔径φ（３．５Ｃ面取）
孔径φ（３．５Ｃ面取）

4-R4-R

孔径φ（３．５Ｃ（２．５Ｃ）面取）

（2.5CはD51用）

J300-12N 8-D29×660 SD490 165 36×510×510 19×74 12-D22 65,000

資料番号：ＪＢ（ＪＥⅡ）－０４－０１

7

9

6

7

標準値

，

，

-2

∞

∞＋

-2

許容差

＋

標準値

2

2

，

，

+1

-2

+1

-2

許容差

35

35

45

45

標準値

＋

-2.5

∞

＋ ∞

-2.5

許容差

，

，

柱部材の適用板厚 ルート間隔Ｇ ルート面Ｒ

（ｍｍ）（ｍｍ）

開先角度α1

（度）

６以上

６以上

突合せ溶接の開先標準

※溶接姿勢は下向きを原則とする

（財）日本建築センターＢＣＪ評定－ＳＴ０１５３－０８（令和４年１０月２１日付）

J150-12N

J175-12N

J200-09N

J200-12N

J250-09N

J250-12N

J250-16N

J300-09N

J300-16N

J300-19N

J350-12N

J350-16N

J350-19N

J350-22N

J400-12N

J400-16N

J400-19N

J400-22N

J400-25N

J450-16N

J450-19N

J450-22N

J450-25N

J500-19N

J500-22N

J500-25N

J550-19N

J550-22N

J550-25N

●柱材：角形鋼管(Ｆ値 235N/mm2) - STKR400,BCP235,SHC400B・C

295N/mm2) - BCR295,JBCR295,TSC295

325N/mm2) - STKR490,BCP325,BCP325T,SHC490B・C

（注）１２本アンカーボルトタイプの図は省略

製品記号

t（ｍｍ）

Fc（N/mm2 ）

余
長

基
礎

柱
型
高

さ
Ｈ

8
0
以

上

●基礎コンクリート：普通コンクリート

●鉄筋：異形鉄筋　SD295(D13,D16) SD345(D19～D25)

・

製品記号

J550-25N

J550-22N

J550-19N

J500-25N

J500-22N

J500-19N

J450-25N

J450-22N

J450-19N

J450-16N

J400-25N

J400-22N

J400-19N

J400-16N

J400-12N

J350-22N

J350-19N

J350-16N

J350-12N

J300-19N

J300-16N

J300-09N

J250-16N

J250-12N

J250-09N

J200-12N

J200-09N

J175-12N

J150-12N

J300-12N

ジャストベース

12本

８本

４本

４本

４本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

タイプ

12本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

４本

４本

４本

４本

55

600

60

60

60 80

80

60 80

75 60 80

75 60 80

80

80

80

8075

85 80

80

8085

ｔ Ａ ａ ｂ ｃ d φ

85 80

80

80

80

80

80

80

28 300 45 210 52

52

32 325 45 235 52

32 350 45 260

32 380 55 270

36 430 55 320 60

40 430 320

40 480 50 75 230

40 480 55 370 60

36

40 540 60 75 270

45 540 60 270

40 580 55 320

50 55 75 340 60

50 640 75 85 320 66

55 640 70 95 310 70

40 640 60 370 60

45 670 70 360 66

50 710 75 95 370 70

60 710 70 400 66

66

808570 400 6660 710

50 710 65 410

55 740 75 85 420 66

60 760 80 95 410 70

8060 760 80 95 410 70

55 800 80 95 450 70

840 85 95 480 70

80

60

65 840 85 105 460 85

60 850 75 95 510 70

65 920 75 95 580 70

8092065 90 530 85105

コーナー

Ｒ

510 45 65 290 52

材質

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

●ベースプレートの溶接：別冊「工場製作管理要領書」により鉄骨製作工場にて溶接を行う。

●柱脚の選定：別冊「ジャストベースカタログ」により設計者が選定する。

●現場施工：別冊「ジャストベース施工ガイド」によりジャストベース認定施工業者が行う。

【アンカーボルト４本タイプ】 【アンカーボルト８本タイプ】

※設計基準強度(Fc)は21N/mm2(一部製品は24N/mm2)以上

30N/mm2以下の範囲です。

溶接

●超音波探傷検査とし、合否の判定は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」による。

本数-呼径×L

基礎柱型Ｂ×Ｄ

B×D（標準寸法）B×D（最大寸法）

備考

（但し、J300-12Nを除きます）柱脚構成部材、基礎柱型の形状・寸法・配筋仕様、及び柱脚の性能（曲げ耐力・せん断耐力・回転剛性等）が全て同一の製品です。

※本設計施工標準図に記載のジャストベース（JEⅡ型）角形鋼管仕様の製品は、BCJ評定-ST0153-07（平成30年11月16日付）に規定する製品記号の末尾が「Ｋ」の製品と

ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ柱脚工法設計施工標準図

一級建築士登録   第143364号
構造設計一級建築士 第4688号 堀口 茂義 共S-08

R6.3桔梗が丘中学校エレベーター新設工事



単位（ｍ）

1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6
単純

（内法）
2.28

2.42
(2.42)

2.64
(2.64)

2.26
2.39

(2.39)
2.61

(2.61)
2.24

2.37
(2.37)

2.59
(2.59)

2.22
2.35

(2.35)
2.57

(2.57)
2.20

2.33
(2.33)

2.54
(2.54)

2連続 3.06
3.24

(3.24)
3.54

(3.54)
3.03

3.21
(3.20)

3.51
(3.51)

3.01
3.18

(3.15)
3.47

(3.47)
2.98

3.15
(3.11)

3.44
(3.44)

2.95
3.12

(3.07)
3.41

(3.41)

3連続 2.82
2.99

(2.99)
3.26

(3.26)
2.80

2.96
(2.96)

3.23
(3.23)

2.77
2.93

(2.93)
3.20

(3.20)
2.75

2.91
(2.91)

3.17
(3.17)

2.72
2.88

(2.88)
3.15

(3.15)
単純

（内法）
3.01

3.18
(3.18)

3.48
(3.48)

2.98
3.15

(3.15)
3.45

(3.45)
2.96

3.13
(3.13)

3.42
(3.42)

2.93
3.10

(3.10)
3.39

(3.39)
2.91

3.07
(3.07)

3.37
(3.37)

2連続 3.58
3.91

(3.67)
4.18

(4.18)
3.54

3.88
(3.62)

4.15
(4.15)

3.49
3.83

(3.58)
4.13

(4.13)
3.44

3.78
(3.53)

4.10
(4.10)

3.40
3.73

(3.49)
4.07

(4.07)

3連続 3.50
3.68

(3.68)
3.93

(3.93)
3.47

3.65
(3.65)

3.91
(3.91)

3.44
3.63

(3.63)
3.88

(3.88)
3.41

3.60
(3.60)

3.86
(3.86)

3.38
3.58

(3.58)
3.83

(3.83)

QL75

支
持
条
件

コンクリート厚(mm)
板厚(mm)

QL50

80 85 90 95 100

■施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）

スラブの配筋標　　準　　納　　ま　　り
コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍになるようレベル保持し、全面に配筋する。

耐火仕様②
溶接金網の重ね代Ｌ1：１メッシュと５０ｍｍ以上、且つ１５０ｍｍ以上ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
（線径６-１５０×１５０の場合２００ｍｍ以上、線径６-１００×１００の場合１５０ｍｍ以上）図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。

支持梁:鉄骨梁
　　※２ 溶接方法等は別途検討が必要。(合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照) 溶接金網 Ｌ1

３
０[耐火認定FP060FL-0099,0100,0101,0102,0126,FP120FL-0127用]耐火補強筋不要仕様

Ｄ Ｆ

Ａ：外周梁（デッキスパン方向）Ａ Ｅ
ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 Ｂ：内部梁（　　　 〃 　　　） 横筋 ＱＬデッキ２スパン ２スパン
(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 Ｃ：外周梁（デッキ幅方向）Ｂ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による

小
梁

Ｄ：内部梁（　　 〃 　　） 例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上耐　火　仕　様
2 Ｌ2Ｅ：梁継手（デッキスパン方向）支持梁：鉄骨梁、コンクリート：設計基準強度18～36 N/mm の普通コンクリート○共通事項設　　　　　　計 外

周
部
大

梁

３
０

開口部２スパン １スパン溶接金網[JIS G 3551]又は異形鉄筋[JIS G 3112, G 3117]　寸法は下表参照 Ｆ：　〃　（デッキ幅方向）
耐火補強筋：不要 Ｂ

Ｇ：柱廻り【ＱＬ９９－５０】［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート
□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１００ (床１時間耐火)]

Ｃ
異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径)

外周部大梁 Ｇ ※配筋のスペーサーは鉄線またはセメントブロックとし、間隔は１．０ｍ以下とする。ＱＬ９９-５０-１０ 焼抜き栓溶接(φ18以上)
2単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-５０-１２ 2,700mm 以下 80mm 以上 5,400Ｎ/m 以下 打込み鋲(φ4.5)

連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-５０-１６  外周梁 QLデッキスパン方向１  外周梁 QLデッキスパン方向２  外周梁 QLデッキ幅方向  QLデッキを突き合わせた場合頭付きスタッド(φ13以上) Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部
開口部補強案

□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１０１ (床１時間耐火)] 溶接金網又は異形鉄筋 壁
溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋 １）開口がφ150mm程度の場合壁

焼抜き栓溶接、頭付きスタッドデッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) コンクリート クローサー ＱＬデッキ コンクリート又は打込み鋲 A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径ＱＬ９９-５０-１０ 焼抜き栓溶接(φ18以上)
2単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-５０-１２ 3,000mm 以下 80mm 以上 3,500Ｎ/m 以下 打込み鋲(φ4.5)

開口補強筋Ｄ１３連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-５０-１６ 頭付きスタッド(φ13以上)
*2

※1□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１２６ (床１時間耐火)]
５０ｍｍ以上 ※1梁耐火被覆ＱＬデッキ 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　

※1デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆(頭付きスタッドの場合
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当） 梁耐火被覆 ※1ＱＬ９９-５０-１０ ３０ｍｍ以上)梁耐火被覆*2 板厚１.２ｍｍ,１.６ｍｍに限る 2 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下 焼抜き栓溶接、 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド材料／コンクリート ＱＬ９９-５０-１２ 2,700mm 以下 80mm 以上 7,000Ｎ/m 以下 頭付きスタッド(φ16以上)

又は打込み鋲 頭付きスタッド又は打込み鋲連続支持 D10以上-200×200mm以下 又は打込み鋲 開口補強筋Ｄ１０ＱＬ９９-５０-１６ 開口補強筋Ｄ１０ 種  　　　     類  □普通コンクリート
2 溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下） 耐力補強筋 ２）に準ず QLデッキを離した場合 QLデッキを離した場合  QLデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合 設 計 基 準 強 度  □１８　　　□２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ Ｄ部 Ｄ部Ｂ部 Ｂ部普通コンクリート

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設）
C)開口が連続している場合 厚さ(QLデッキ山上) □６０ □７０ □８０ □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　）ｍｍ コンクリート３

０

コンクリート厚さ 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬデッキ 連続する開口の開口群(仮想開口)とみなし、その開口溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ高さ 又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸クローサー 部の大きさにより、2)又は3)に準じて補強を行う材料／溶接金網・異形鉄筋 フラッシング※注２ＱＬデッキ 梁との接合(注1参照)＠300以下 Ｌ梁の耐火被覆５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）□φ６-７５×７５ □φ６-１５０×１５０
 □ 溶 接 金 網  ＪＩＳ Ｇ ３５５１ 仮想開口*3□φ６-１００×１００ □（　　　　　　　　　　） 鉄骨梁スペーサー(鉄線またはセメントブロック) 支持スパン 支持スパン

間隔1,000以下□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ □ 異 形 鉄 筋 200 mm 以下※1※1□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　） ＱＬデッキ【ＱＬ９９－７５】 ｗＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 ｍｍ50    以上５０ｍｍ以上

*3 線形6㎜以上を用いたもの ※1□認定番号 [ＦＰ０６０ＦＬ-０１０２ (床１時間耐火)] すみ肉溶接 梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ
又は打込み鋲デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) 又は打込み鋲 ※3φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 開口補強筋Ｄ１０ｗ接　　　合

耐力補強筋ａtＱＬ９９-７５-１０
2JIS B 1198 焼抜き栓溶接(φ18以上)単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下□φ１３ □φ１６ □φ１９ □φ２２ ＱＬ９９-７５-１２ 3,000mm 以下 80mm 以上 5,400Ｎ/m 以下  梁継手部 QLデッキスパン方向  梁継手部 QLデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部□頭付きスタッド 開口部*4 頭付きスタッド(φ13以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下（各長さ・ピッチは特記による　） ＱＬ９９-７５-１６ (直交側開口補強筋Ｄ１３)焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁梁 と の 接 合 □焼抜き栓溶接 下記焼抜き栓溶接の項による 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断 この部分の小口は塞がない！□認定番号 [ ＦＰ０６０ＦＬ-００９９ (床１時間耐火)]
□打込み鋲 接合箇所は特記による 現場切断（QLデッキ）

デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) 柱□その他
ＱＬ９９-７５-１０*4 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする 2 頭付きスタッド単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-７５-１２ 3,400mm 以下 80～100mm 3,500Ｎ/m 以下

(φ16以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下 ｗＱＬ９９-７５-１６

□認定番号 [ ＦＰ１２０ＦＬ-０１２７ (床２時間耐火)] ※2 コンクリート箱抜き≧４０･ＤQLデッキ受材耐　　　火
※1 クローサー コンクリート硬化後、QLデッキを切断すみ肉溶接又はドリルねじデッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径)

梁耐火被覆ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号 φ４－１３　＠６００以下 クローサーQLデッキ受材FB65×6等 開口ＱＬ９９-７５-１０ Ｌ2 (APWの場合 FB65×9等)焼抜き栓溶接(φ18以上)単純支持 柱廻りQLデッキ切欠き線径6mm以上-100×100mm以下 焼抜き栓溶接又は打込み鋲 部□ＦＰ０６０ＦＬ－０１２６ ＱＬ９９-７５-１２ 2,500mm 以下 90mm 以上 6,000Ｎ/m 以下
頭付きスタッド(φ13以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-７５-１６ 開口補強筋Ｄ１３QL99-50 □ＦＰ０６０ＦＬ－０１００

床１時間 □ＦＰ０６０ＦＬ－０１０１ 溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下または線径６以上－１００×１００以下） 普通コンクリート (参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項単純/連続 普通 不要 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設） ＱＬデッキ□ＦＰ０６０ＦＬ－０１０２ 大梁上の補強例
コンクリート厚さ３

０

QL99-75 □ＦＰ０６０ＦＬ－００９９ [1]設計上の留意点
ひび割れ 400mm以上 ＭＱＬデッキ高さ床２時間 □ＦＰ１２０ＦＬ－０１２７     1)小梁の剛性を大きくする。 ※3 耐力補強筋 所要断面積ａt＝

ｆt×ｊ
    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)※注２ 柱ＱＬデッキ □指定なし  □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他 梁との接合(注1参照)＠300以下 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） 梁の耐火被覆     3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

注）床２時間は床１時間耐火を含む 400mm以上      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)鉄骨梁スペーサー(鉄線またはセメントブロック) 支持スパン 支持スパン ３）ｗ＞600mmの場合特　　　記 小梁補強    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。間隔1,000以下
補強筋D10@200      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てをアークスポット溶接支 保 工 有 無  その他：

注1）梁との接合間隔は、焼抜き栓溶接・打込み鋲・頭付きスタッド共に、デッキ溝と直交する場合300mm以下、平行方向は600mm以下とする｡       するのが望ましい。
 □ 無    □ 有 注2）梁の耐火被覆  梁に所定の耐火性能を要求される場合は、それらに応じて適切な耐火被覆を施す。（本認定仕様外） 開口部柱廻りの補強例[2]施工上の留意点注3）許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレート+コンクリート+鉄筋)を差し引いた値を示す。 ｗ上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□

補強筋(D13)焼抜き栓溶接     1)水セメント比を小さくする。アクセサリー
3    　 [例] 単位水量　175リットル/ｍ 以下デッキプレート幅方向 フラッシング クローサー ハンガー金具        　　 ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm ＬＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５

大梁上 大梁上        　　 高性能ＡＥ減水剤 柱

13
.
5

    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)４
０

10
0m
m

    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。２

８

Ｗ（１００～２５０） ２５ ひび割れ
１８５       直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）     5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。 天井インサート用金具 40
d

小梁で補強し、開口部周辺に開口補強筋を配筋（Ｄ10以上）
ＱＬデッキの小口ふさぎ用 梁の耐火被覆用面戸定尺2.4ｍ、ｔ＝1.2ｍｍまたは1.6ｍｍ （ＱＬデッキ下溝を利用して取付）デッキプレートスパン方向

※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」
「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。

１.５Ｑa
Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

ＱD

焼抜き栓溶接Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ Ａw デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査
Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D

施
　
　
　
　
工

３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】鉄骨梁の場合墨　出　しＱa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 □事前検査

 １)墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ板厚 １.０ １.２ １.６ 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。
　　ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。7,350(SPW) 1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接大梁Ｑa (Ｎ) 4,000 4,900 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、6,860(APW) アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］
 ２)各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接Ａw ＝（　　　　）mm （注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要です｡ QLデッキと梁との接合 （１）溶接機 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ　　ように敷込む。 工　　程 手　　順　・　要　　領

１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。
QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を２）打込み鋲 １ アーク発生 （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 □溶接後の外観検査QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。３）焼抜き栓溶接 JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（３）標準溶接条件：下表

棒径４mmφのもの　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、
3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3２ QLデッキ焼抜き QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）径10㎜弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。（３）標準溶接条件　　５０ｍｍ以上あることを確認する。

□不良部の補修ひび割れ防止筋敷込み ６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５ ３.０～４.０×１度打ち梁フランジ板厚：６mm以上 　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。３ 押し込み・溶着 ９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ ３.０～４.０×２度打ち溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。 ３)デッキプレート長手方向の大梁のかかり
６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３４～３６ ３.５～４.５×１度打ち（４）溶接工の資格検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 １.６ｍｍ整　　形４JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３４～３６ ４.０～４.５×２度打ち上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 【そ　の　他】

（５）手順・要領 注１.デッキプレート　板厚１.０ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度コンクリート打設 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況
右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

S造・施工時のスパンの取り方

【連続支持】【単純支持】

スパンスパン スパン

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ]

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.0
端部加工

□ＱＬ９９-５０
□ｴﾝｸﾛ有り

*1*2□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□ＱＬ９９-７５ □無し
□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ]□1.2
□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

□その他(　　　　　　　　　　　　　)　

注1：普通コンクリート(単位重量24.0kN/m3)、表面処理が亜鉛めっきの場合
注2：()数値は表面処理が亜鉛めっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注3：上表を超える場合、別途支保工が必要です。

その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。
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